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        AAMT会 長 と して の6年 間 の活 動 を振 り返 っ て

               中岩 浩巳

名古屋大学大学院情報学研究科/ア ジア太平洋機械翻訳協会(AAMT)会 長

1.6年 間の主 な活動

 私は2012年AAMT総 会で同協会会長に就任 し3期

6年 続けてきたが、2018年6月 のAAMT総 会をもっ

て、会長の任期を満了することとなった。本稿では、

今まで6年 間のAAMT活 動を振 り返るとともに、機

械翻訳に期待することを述べたい。

 6年 前の機械翻訳を取 り巻く状況を振 り返ると、以

前主流であったルールベース翻訳技術から統計翻訳技

術に移行が始まり、英 日翻訳において性能向上に貢献

した語順並び替え技術が生まれるなど、 日本語の関連

する翻訳技術の本格的活用が始まった時期であるとい

える。 当時は統計翻訳の活用を前提とした、様々な技

術が提案されていた。その性能向上は限定的ではあっ

たが、特許 を代表とする大量の対訳コーパスが存在す

る分野では統計翻訳がルールベース翻訳の翻訳性能を

凌駕する性能になった。この状況変化を踏まえ、機械

翻訳技術を利用する側の代表ともいえる翻訳業界では、

当時から機械翻訳技術への注目が高まっていた。この

流れは2016年11月 のGoogle翻 訳へのニューラル機

械翻訳(NMT)技 術の導入に伴 う翻訳性能の大幅向上

により、決定的なものとなった。

 このような状況変化を踏まえ、AAMTと しては、会

員や会員候補である翻訳業界を中心とした積極的な情

報発信を進めた。具体的には、AAMT総 会に併設する

機械翻訳フェアを開始 し、最新の機械翻訳の動向や関

連する招待講演、また、会員企業及び個人会員による

展示する場を提供 した。さらに、会員交流会を開始 し、

会員を中心とした最新動向を情報提供する場も新たに

設けた。また、翻訳業界に翻訳技術を紹介 ・啓蒙する

こ とを 目的 と して 、 翻 訳 業 界 最 大 の 団 体 で あ る 日本翻

訳連 盟JTFと の 連 携 を強 化 し、 JTF主 催 の 翻 訳 祭 で

のAAMT企 画 講 演 や 、 展 示 、 またJTF総 会 で の 基調

講 演やJTFセ ミナ ー で の パ ネ ル な ど、翻 訳業 界 を意 識

した機 械 翻 訳 に 関す る 情 報発 信 を 積極 的 に 行 っ た。 そ

の結 果 、例 え ば 、2016年 及 び2017年 のJTF翻 訳 祭

のAAMT企 画 講 演 で は 、 会 場 に 入 りき らな い く らい

の集 客 が あ っ た。

 ま た 、2017年9月 に は 国 際機 械 翻 訳連 盟IAMTが

主催 でAAMTが ホ ス ト した 第16回 国 際会 議 機 械 翻 訳

サ ミ ッ ト(MT Summit XVI)が24年 ぶ りに 日本 で開

催 され た。MTサ ミ ッ トは2年 に一一回 、 AAMT、 欧 州

機 械 翻 訳 協 会(EAMT)、 米 州 機 械 翻 訳 協 会(AMTA)

が順 番 に ホ ス トしそ の地 域 で 開催 す る会 議 で あ るた め 、

AAMTは6年 に 一 回 ホ ス トを 担 当す るこ とに な る,,今

回 の会 議 で は 、1日 目及 び5日 目に は 、 ワー クシ ョ ッ

プ3件(う ち1件 はf1AM1`Japio特 許 翻 訳 研 究 会 主 催 、

1件 はJTFと の 共 催)と チ ュー トリア ル3件 が 、2日

目か らは4日 目は本 会議 が(研 究 発表48件 、技 術 展

示10件 、企 業 展 示10件 、招 待 講 演4件 、招 待 パ ネ ル

デ ィス カ ッシ ョン1件)、 が あ り、機 械 翻 訳 の最 先 端

技術 か らそ の活 用 方 法 ま で 幅 広 くカ バー した プ ロ グ ラ

ム で編 成 され た。 本 会 議 に は 、総 計300名(国 内235

名,外 国20か 国65名)が 参加 す る と とも に、 ①7社

の ス ポ ン サー と、経 済 産 業 省 、 総務 省 を含 む.5団 体

の 後援 を い た だ い た。 第15回 大 会(米 マ イア ミ)、 第

14回 大会(仏 ニー ス)と も200名 程度 の参 加 者 数 で

あ っ た こ とを 考 え る と、今 回 のMTサ ミッ トは 、機 械

翻訳 へ の 国 内 の 注 目度 を反 映 した もの と考 え られ る。
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2.今 後の展望 とAAMTへ の期待 もAAMTへ のご支援をお願いしたい。

 前述のとおり、NMT技 術は、様々な新たな研究成

果が生みだされ続けてお り、翻訳性能は短期間で急速

な性能向上を続けている。また、NMT技 術は実サー

ビスに導入され始めてお り、NMT特 有の訳出傾向を

反映した活用方法に関する検討も始まっている。今後

数年間はこの傾向が続 くものと予想 される。NMTは 、

統計翻訳時代のようにテキス トだけではなく、音や画

像、レイアウ ト情報等、他のメディアの情報もうまく

統合的に取り扱える技術であるので、従来の機械翻訳

では活用できていなかった情報を活用 した翻訳性能の

向上(例 えば、イン トネーション等の音情報 と画像情

報を融合活用した通訳)に 期待 したい。また、利用の

場面では、今まで指摘されているNMTの 様々な課題

(訳抜け、重複訳出、訳語の不統m)を 克服する試

みが始まっている。統計翻訳の時代にも技術の課題を

克服する活用方法が考えられ、システム化が進んだが、

NMTで も同様に、NMTの 訳出傾向にあった活用方法

や翻訳支援環境が定着していくのではないか。

 上記のように、機械翻訳技術は今後 さらに広 く活用

されて行くとともに、活用方法も変化 していくことが

予想されるので、AAMTと しては、最新の技術や活用

方法をタイム リーに様々な形態で情報提供 し、会員の

皆様がメ リッ トを感 じるように、活動を強化 していく

べきである。また、長年の懸案事項である、日本だけ

ではなく 「アジア ・太平洋」地域の協会 としての活動

も積極亭に進めてほしい。例えば、AAMT主 催のシン

ポジウムのアジア太平洋地域での開催や、既存の機械

翻訳関連国際会議 との共催など、具体的な実現に向け

て検討を進めてほしい。

 2020年 の東京オリンピック・パラリンピックを契機

としたインバウン ド需要増加の流れは、2020年 以降も

継続することが予想される。その意味で、AAMTの 存

在意義は、これからも今まで以上に大きくなるのでは

ないか。会員の皆様の期待に応えられるよう、AAMT

は事業の見直しと強化を進める計画であるので、今後
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一
科学技術情報の機械翻訳

    江原暉将

江原 自然言語処理研究室

1.機 械翻訳の目的

 機械翻訳の 目的は人間が行 う翻訳を支援することに

ある。人間が行 う翻訳の目的は異なる言語話者間のコ

ミュニケーションの支援にある。つまり言語の機能に

コミュニケーションがあ り、言語が異なることによっ

てコミュニケーシ ョンが阻害される。それを取 り除く

のが翻訳や機械翻訳の目的である。

 コミュニケーシ ョンを行 うだけが言語の機能である

ならば、人間社会は単一の言語を用いる方向に向か う

はずである。単一の言語を用いた方がコミュニケーシ

ョンには便利だからである。 しかし世界には多様な言

語がある。その理由を、筆者は、言語にディスコミニ

ケーションの機能があるためと考える。情報交換 した

い相手には理解でき、したくない相手には理解できな

いような言語を用いたい、とい う願望である。ディス

コミュニケーションの機能は、隠語や業界用語の利用

などに見られる。一部の若者言葉の利用もそ うかもし

れない。情報交換したくない相手とは、つきつめると

「敵」である。すると翻訳とは敵とのコミュニケーシ

ョンを支援することになる。敵との決定的な対立であ

る戦争を避けるために対話(コ ミュニケーション)を行

う。その支援のために翻訳や機械翻訳があると考える。

 長尾真元会長は文献[1】の中で

「機械翻訳は研究として面白く、人間頭脳の働きをモ

デル理論的立場から解明することができるし、実用シ

ステムとしてビジネスにつながって行 くだろ うといっ

たことを越えて、世界中の人達が自由にコミュニケー

ションすることによって世界に平和をもたらす最強の

道具であるという使命感をもって取り組んで来た。

 これか ら15～20年 もすればかな り良いシステム

が出来ることは間違いないので、これを世界中が使 う

ことによって少 しでも平和な世界が実現されることを

望んでいる。」

と述べている。田中穂積元会長は文献[2]の中で

「情報ネ ソトワークに機械翻訳システムを重ね合わせ

ると、世界の国々の人々との相互理解を深めることが

可能になる。それにより機械翻訳システムが間接的に

世界平和の貢献に役立つことになる。こうした夢を早

く実現 したいものである。」

と述べている。筆者 自身、文献[3】の中で

「私がなぜ機械翻訳の研究をしているのかをつきつめ

て考えると、 自分の誕生に遡る。私は1944年(昭 和

19年)11月 に現在の台湾 ・台北市で生まれた。私の生

まれた 日の新聞には 「陸海の神鷲相次ぐ必殺の髄當 り

一相呼磨 して レイテ溝の敵艦船を猛攻一」とある。私

は戦争の恐怖におびえなが ら、最幼年期を過ごしたこ

とになる。以来、いかにして争いのない世界を作り出

していくかを求めて、今に至っている。機械翻訳の研

究もその一環である。」

と述べている。

2.科 学技術情報の機械翻訳

 科 学 技 術 情 報 の 機 械 翻 訳 の 目的 は、 や は り言 語 の 違

い を越 えて 情 報 を交 換 す る こ とに あ る。 科 学 技 術 情 報

の 典 型 例 の 一 つ と して 特 許 情 報 が あ る。 日本 の 特 許 法

の 第 一 条 に は 「この 法 律 は、 発 明 の保 護 及 び 利 用 を 図

る こ と に よ り、 発 明 を奨 励 し、 もつ て 産 業 の 発 達 に 寄

与 す る こ と を 目的 とす る。」 と書 かれ て い る。 「保 護 」

と 「利 用 」 は 、 あ る意 味矛 盾 して い る。 第1章 に 示 し

た デ ィス コ ミュ ニ ケ ー シ ョン は保 護 に 、 コ ミュ ニ ケ ー
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ションは利用に対応する。科学技術情報のもう一つの

典型例の 「論文」の場合も、著者のオリジナリティの

保護 と他の研究者による当該論文内容の利用とい う二

つの側面がある。

 機械翻訳は、言語の違いを超えて科学技術情報の「利

用」を促進するためにある。一方で機械翻訳など用い

ず、科学技術分野での事実上の世界共通言語である英

語で情報交換すれば良い、という意見もある。 しか し

これは科学技術情報の利用のみに焦点をおいたもので

あり、狭い考え方である。言語、文化、思想は相互に

密接に関係 しており、科学技術分野でも英語を母語と

しない人が自分の母語で科学技術情報を発信するのは

新規性あるいはオリジナ リティの保護の観点から重要

であろう。「保護」とい うより 「確保」という言い方が

良いかもしれないが。母語での発信は、文化や思想に

直接関係する人文科学、社会科学だけでなく自然科学

の分野でも大切であろう。 さまざまな母語で発信 され

た科学技術情報の利用促進に機械翻訳が果たす役割が

ある。

 周知のように技術はもろ刃の剣であり、使い方を誤

ると悪い結果を招く。機械翻訳技術も例外ではない。

我々は機械翻訳技術が良い方向に使われているか常に

自問 して進まなければならない。ただ、何が良くて、

何が悪いかは難 しい問題である。歴史に学ぶことも、

ある程度は可能だが万全ではない。特に現代は歴史上

はじめて経験する事柄が多く、結局のところ自ら良く

考えて善悪を判断するよりしかたがないと思う。

3.機 械翻訳の進歩

表1機 械翻訳方式の進歩 と評価値の変化i

RBMT

SMT

NMT

BLEU

15.77

40.95

46.52

RIBES

0.7217

0.8280

0.8596

HUMAN

39.00

69.75

JPO adea.

4.31

 機 械 翻 訳 は 、規 則 方 式(RBMT)、 用 例 方 式(EBMT)、

統 計 方 式(SMT)、 ニ ュー ラル 方 式(NMT)と 進 歩 して き

た。Workshop of Asian translation(WAT)[4]の 中 日

特 許 翻 訳 タス クに 参加 した筆 者 の シ ス テ ム で も表1に

示 す よ うに 自動 評 価 値(BLEUとRIBES)お よ び人 手

評 価 値(pairwise evaluation (HUMAN)と JPO

adequacy[5])と も に値 が 向上 して きて い る。

 近 年 の ニ ュー ラル 翻 訳 の 結 果 を見 る と流 暢 性 が 高 く

良 い翻 訳 に見 え る。 しか し原 文 と詳 し く比 較 して 見 る

と誤 っ て い る場 合 も少 な くな い。「なぜ こん な 単純 な誤

りをす る の か」 とい うよ うな ケ ー ス も あ る。 で は 、機

械 翻 訳 の今 後 の進 歩 の た め に は何 が 必要 な の だ ろ うか。

 古 くか ら指 摘 され[6】、最 近 も指 摘 され て い る[7]よ う

に 、 意 味 や 文 脈(コ ン テ クス ト)の利 用 とい うこ とに な

る だ ろ う。 機 械 翻 訳 は 単語 情 報 、構 文情 報 、格 情 報 、

と利 用す る情 報 の範 囲 を徐 々 に 広 げ て き て今 日に 至 っ

て い る。 意 味情 報 に つ い て も、例 え ば 文 献[8】で利 用 さ

れ て い る。 文 献[8]で は 「意 味 類 型 」 と 「類 推 思 考 」 と

い う概念 を 用 い て 「言語 の 意 味 的 等 価 変換 方 式 」 に よ

る機 械 翻 訳 を 提 案 して い る。 近 年 の ニ ュー ラル 翻 訳 で

は 、 単語 や 文 を 実 数値 ベ ク トル で 表 わ して お り、 これ

は 分 布 と して の 意 味 情 報[9】を 部 分 的 に 利 用 して い る

とい え る。

 文 脈 情 報(コ ン テ ク ス ト情 報)に つ い て は ど うで あ ろ

うか,,コ ンテ ク ス トは 「言 語 的 コ ンテ クス ト」 と 「非

言 語 的 コ ンテ ク ス ト」 に 分 け られ る[10]。 現 在機 械 翻

訳 で 利 用 して い る範 囲 は 言 語 的 コ ンテ ク ス トの 一部 で

あ る。 ニ ュ ー ラル 翻 訳 に して も、基 本 は1文 単 位 の 翻

訳 で あ り、 言 語 的 コ ンテ クス トは 大 量 の 訓 練 デ ー タか

ら推 定 され た モ デ ル の 中 に 埋 め 込 まれ て い る。今 後 は 、

1文 単位 の 処 理 を越 えて 、 特 許 文 献 や 論 文 を文 書 単位

(ド キ ュ メ ン ト単位)で 扱 うな ど言 語 的 コ ン テ ク ス トを

直 接 利 用 す る こ とが 必 要 で あ ろ う、 さ らに 翻 訳 対 象 文

書 を越 えて 、 当該 文 書 の 中 の 参 考 文 献 や 関 連 文 書 に ま

で 処 理 対 象 を 広 げ る こ とが 考 え られ る。 これ は 人 間 の

翻 訳 者 で あ れ ば 、 日常 に 行 っ て い る こ とで あ ろ う.、

 現 状 で は 、機 械 翻 訳 が 非 言 語 的 コ ンテ ク ス トを利 用

す る とい うこ とは ほ とん ど行 わ れ て い な い 。 しか し、

lhttp:〃lotus .kuee.kyoto・u。ac.jp!

WAT/evaluation/index.html
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例えば文献【11】の次の文

「帯状土塊を破砕するとともに、培土作業を停止する

と抱き込まれていた土塊が自動的に落下する構造の培

土器を提供する」

において 「帯状土塊を破砕するとともに」が並列する

相手は 「培±作業を停止する」のか 「土塊が自動的に

落下する」のか、あるいは他の動詞句なのかを判定す

るには、「農作業の中での培土作業」とい う非言語的コ

ンテクス トを熟知 していることが必須のように思 う。

 非言語的コンテクス トを利用するには、画像情報や

音響情報など、言語情報を越えてさまざまな情報を言

語処理の中に取 り込む必要がある。

 さらに、もう一つ重要になると考える情報源が脳科

学の知見であろう。工学の基礎に物理学があるように

情報工学の基礎には脳科学があると考える。言語処理

の目から見ると、またまだ初歩的な脳科学の知見では

あるが、今後、それらの知見に沿って言語処理の処理

系を設計する必要性が出てくるだろう。「人工知能」の

研究も重要であるが 「自然知能」の研究も重要である

と考える。

4.ま と め

 翻訳や機械翻訳の目的、特に科学技術情報の機械翻

訳の 目的について考察 し、今後の機械翻訳の発展方向

を展望 した。

 まとめると、機械翻訳を含む言語処理技術は、関連

する諸分野との連携を一層深めてゆく、また深めなけ

ればならないと考える。そのためにAAMTは じめ学

協会の果たす役割も大きいものがあろう。

【3]江 原 暉 将:AAMT会 員 の ひ ろ ば(第3回)、 AAMT

ジ ャ ー ナ ル 、No.43,page46, Nov.,2008.

[4) Yoshiaki Nakazawa, Shohei Higashiyama,

Chenchen Ding, Hideya Mino, Isao Goto,

HidetoKazawa, Yusuke Oda, Graham Neubig and

SadaoKurohashi:Overview of the 4th Workshop on

Asian 1`ranslation, Proceedings of the 4th Workshop

on Asian Translation(WAT2017), pp.1-54, Nov.,

2017.

【5】特 許 庁:特 許 文 献 機 械 翻 訳 の 品 質 評 価 手 順 に つ い

て 、June,2014.

http:〃www.jpo.go.jp/shiryou/toushin/chousa/tokkyo

honyaku _hyouka.htm

【6]田 中 穂 積:機 械 翻 訳 シ ス テ ム の 今 後 、AAMTジ ャ

ー ナ ル 、No.16, pp.2-3, Sept.,1996.

[7]長 尾 真 ×賀 沢 秀 人:ニ ュ ー ラ ル 翻 訳 を 超 え る 未 来

へ 、JTF JOURNAL 、 No.294, pp.8・19, March・April,

2018.

[8]池 原 悟:究 極 の 翻 訳 方 式 の 実 現 に 向 け て 一 類 推 思

考 の 原 理 に 基 づ く 翻 訳 方 式 一 、AAMTジ ャ ー ナ ル 、

No.32, pp.1-7, March,2002.

【9]池 上 嘉 彦:意 味 論 、pp.55・64,大 修 館 書 店, May,

1975.

[10】 亀 井 孝 、河 野 六 郎 、 千 野 栄 一(編 著):言 語 学 大 辞

典 【術 語 編 】、pp.595・596,三 省 堂, Jan.,1996.

[11]安 久 津 昌 義:カ ル チ ベ ー タ 用 培 土 器 、公 開 特 許 公

報 、 特 開2003・000001,Jan.,2003.

参考文献

[1]長 尾 真:AAMT会 員 の ひ ろ ば 、AAMTジ ャ ー ナ ル 、

No.41, Dec.,2007.

【2】田 中 穂 積:機 械 翻 訳 の 夢 、AAMTジ ャ ー ナ ル 、

No.13, page 1, Jan.,1996.
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一
アジア太平洋機械翻訳協会

交流会

   葉 文君

株式会社クロスランゲージ

 こ の 度 、 ア ジ ア 太 平 洋 機 械 翻 訳 協 会(AAMT:

Asia-Pacific  Association  for  Machine

Translation)に よ っ て 、 機 械 翻 訳 の 最 新 動 向

の 把 握 や 開 発 者 と ユ ー ザ の 交 流 を 目 的 と し た

「AAMT交 流 会 」 が 開 催 さ れ た 。

【日時 】2018年2月15日(木)13:30-19:30

   13:30-17:00第 一 部 講 演会

   17:30-19:30第 二部 懇 親会

【会 場 】ITソ フ トウェア健保 会館 ・会 議室(大

    久保)

【プ ログ ラム概 要 】

1 開 会挨拶

  中岩 浩 巳(AAMT会 長/名 古屋 大学)

2 EAMT2017, MT Summit XVI報 告

  中岩 浩 巳(AAMT会 長/名 古屋大 学)

3 AAMT課 題調 査委 員会 の活 動

  長瀬 友樹(課 題 調査 委員 会/富 士通 研 究所)

4 自動 翻訳 技術 の最 新動 向

  内 山将夫(情 報通信 研 究機構)

5 パ ネル 「翻訳 業界 で の 自動翻 訳 の活用 」

  モデ レー タ:

  隅田 英一郎(情 報通信研究機構)

登壇者:

 ・中山 雄貴(ヒ ューマ ンサイエ ンス)

   エ ンジニアの立場か ら

 ・三笠 綱郎(十 印):

   翻訳者 ・品質管理者の立場 から

   ・森 口 功造(川 村 イ ンターナ シ ョナ

  ル):

     経営者の立場から

6. 質疑応答

1. 開会 のご挨拶

  中岩浩巳

   AAMT会 長、名古屋大学

 アジア太平洋機械翻訳協会AAMTの 交流会は

2017年 か ら始まった。最初の 目的は、AAMTの

会員 の方 々への情報提供や意見交換す る場を

提供することと、AAMTが 調査 ・検討 した内容、

及び、機械翻訳 に関連す る動 向を紹介す ること

だった。今年に関 しては、1年 位前に、ニュー

ラル機械翻訳がGoogle翻 訳 に導入 され、広 く

使 われるよ うになった ことか ら、AAMT会 員外

の方々の機械翻訳 に対す る期待 が極 めて高ま

っている とい う状況があ り、AAMT会 員以外の

方々に も声掛 けを して、今回AAMT交 流会を開

催す ることになった。

 今回のプ ログラムの構成 は、AAMTが 企画、

もしくは、関係する組織が運営 した国際会議に

おける研究動向、特 に利用者側に とって重要な

翻訳品質等に関す る発表の紹介や、AAMTの 課

題調査委員会の活動報告、さらには、昨今の 自

動翻訳 の技術の状況 も しくは技術 の概要 とい

った内容になっている。
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 パ ネルデ ィスカ ッシ ョンでは 「翻 訳 業界 で の

自動翻 訳 の活 用」 をテ ーマ に、NICTの 隅 田氏

にモデ レー タを して頂 き、ヒュー マ ンサイ エ ン

スの 中山氏 、十 印の 三笠氏 、川村 イ ンター ナ シ

ョナ ル の森 口氏 に それ ぞれ ご講 演 い た だ くこ

とに なった。

 最後に、「この交流会はAAMTの 活動を理解 し

て頂 く機会 として この場 を提供 させ て頂いて

い る。 これ か らもぜひAAMTの 活動への ご支

援 ・ご協力をお願いす ると同時に、非会員 の皆

様がご入会 していただけると幸いです」とのメ

ッセージで挨拶が締めくくられた。

2.EAMT2017, MT Summit XVI報 告

  中岩 浩 巳

   AAMT会 長 、名 古屋 大学

 中 岩 会 長 よ り、2017年5月 に プ ラ ハ で 行 わ

れ た 国 際 会 議The 20th Annual Conference of

the  European  Association  for  Machine

Translation(EAMT 2017)及 び 、2017年9月 に

日 本 で 開 催 さ れ たThe 16th Machine

Translation Summit(MT Summit XVI)に 関 す る

報 告 が あ っ た 。

 ・EAMT 2017に つ い て

一 日 時:

  2017年5月29日 ～31日

一 場 所:

  チ ェ コ ・プ ラ ハ

ー 特 徴:

  ヨ ー ロ ッ パ 機 械 翻 訳 協 会 主 催 で 、 年 に1

  回 開 催 。

  今 回 は 、機 械 翻 訳 の 研 究 開 発 及 び 機 械 翻 訳

  の 利 用 に 関 す る 最 先 端 の 事 例 が 紹 介 さ れ

  た 。

会 議 の キ ー ノ ー ト ス ピ ー チ はJoao Grata,

CTO and co-founder of Unbabel (Lisboa,

Portugal)に よ る 「How to combine AI with

the crowd to scale professional -

qUality tranSlation」 だ っ た 。

・MT Summit XVIに つ いて:

一 日時:

 2017年9月18日 ～22日

一 場所:

 名 古屋 大 学東 山 キ ャンパ ス豊 田講堂

一 特徴:

 欧州 ・米 国 ・アジ アの順 に2年 に1回 開催。

 ア ジア開催 は6年 に1回 で、 日本 開催 は

 24年 ぶ り。

 機 械 翻 訳 の 技術 的発 表 だ けで な く、利 用

 法 ・性 能等 の利 用者 側 の発表 もあ った。

 会 議 の 目玉 は、主 要3社(Baidu, Google,

 Microsoft)に よ る講 演 であ り、 この講 演

 につ いて の紹 介が あ った。

3.AAMT課 題調査委員会の活動

  長瀬友樹

  AAMT課 題調査委員会,富 士通研究所

長瀬氏か ら、まず、下記の図を使用 してAAMT

課題調査委員会の活動報告があった。

   機械翻訳課題調査委員会の活動
   月に一 回東 京 で定 例会 を開催(2017年 度は10回 開催)

                F(γ胆槍繍駅剰用に■する
   江7}予ストセットの編麟と憩鋤              夷●■董〔アンケート)

   1`イ轡 鱒 …WG2:一 一/イ聯 鼎 鰍     ＼真 
髄.広 報,啓

        VYGls越 編)
             ._ノ て

   灘 野  灘 欝 避                 分一
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続 いて 、ニ ュー ラル機 械 翻訳 の訳 文評 価 に関

す る紹介 が あっ た。

ニ ュー ラル機械 翻 訳(NMT)、 ル ール ベー ス機

械翻 訳(RBMT)、 統 計機械 翻 訳(SMT)を 定 量評

価 ・定性 評価 で比 較 を行 った。その結 果 は下記

とお りで あ る。

 ・NMTは 、正確 さ ・流 暢 さとも に、 SMT, RBMT

よ りも優れ て い る。

 ・NMTの 短 所 と して、訳漏 れ 、過剰 訳 出、誤

訳が起 きや す い。

 ・NMTは 、予測 不能 な挙動 をす る(た とえば、

原 文 に コ ンマ の有無 で 、訳 語 が大 き く変 わ る)。

 ・NMTは 、 SMT, RBMTに 比較 す る と、文 が長

くなっ て も安 定 した性 能 ・品質 を保つ。

 ・どの分 野 で も、NMTの 訳 質 は 、 SMT, RBMT

の訳 質 よ りも良 い。特 に特許 分野 は 、突出 して

良い。

 ・NMTは 口語 の原 文 で も良い訳 を出す。

 ・同一ベ ンダのNMTとSMTを 比 較す る と、NMT

のほ うが正確 さ、流暢 さ ともに圧倒 的 に 良い。

最後に、以前他の講演 でその場にいる実務翻

訳者 にNMTとRBMTの どちらかを使 いたいか と

い う口頭調査では、意外に半々だったことを紹

介。実務での利用にはまだまだ課題 があるとい

う興味深い話で講演を終えた。

4. 自動翻訳技術の最新動向

  内山将夫

  情報通信研究機構

あ る。

   ・NMTは 、 Googleの 発 表 が最 もイ ンパ ク

  トあ り。

   ・NMTの 新 しい点 は 、注意機 構 付 きの 「系

 列 か ら系列 への学 習 」で ある こ と。ま たGPU

 に よる高速 計算。

   ・NMTの 良い点 は 、流暢 な訳 文生 成 、個

 別 分野 へ のア ダプテ ー シ ョンが容 易。悪 い

 点 は 、単語 の脱 落が ある、GPUが 必 要。

  ・汎用 対 訳 コーパ スが汎 用NMTに は必 要。

 対 訳 コーパ スは散 らばって い るが、それ を

 集 め るの がチ ャ レン ジ。NMTは 、 コー パ ス

 サイ ズが100万 文 を超 え る と、性能 が急 に

 上 が る。

   ・コー パ ス を増 やす 方法 として 、総 務省

  とNICTが 翻 訳 バ ン クを始 めた。2023年 に

 20億 文 を 目指 して い る。

最後 に、知財専門の弁護士か ら、「原文が公

知の場合、原 文 と翻訳文 を翻訳バ ンクに提供 し、

その対訳データを利用 してNMTの 精度向上を

しても、特に問題がない」とい う意見書を頂い

た。これ を参考に、会場の皆様 にご協力頂 きた

い とい うことを話 した。

5.パ ネルデ ィスカ ッシ ョン 「翻訳業界での

  自動翻訳の活用」

 モデ レータ:

 隅 田英一郎

 情報通信研究機構

 内 山氏 よ り、NMTを 中心 と した 自動 翻訳技 術

の最新 動 向に 関す る講演 が あ った。 また 、NMT

の仕 組 み につい て も説 明 した。その要 点 は下記

とお りで あ る。

 ・NMTは 、 「コーパ ス に基 づ く自動翻 訳技 術

(コー パ スベ ー スMT)の 最新 パ ラダイ ム」 で

 パネルデ ィスカ ッシ ョンでは、モデ レータ隅

田氏の司会によ り、機械翻訳のニーズ側の方々

に話題提供をいただいた。登壇者 はそれぞれ特

徴の違 う翻訳会社のエンジニアの方、翻訳者で

あり、かつ翻訳の品質管理 をされている方、翻

訳会社 の経営者の方 とい う視点が全 く違 う三
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人だった。それぞれの講演の後で質疑応答 し、

そ して3つ の講演が終了後、全体 の質疑応答を

するとい う構成で進 められた。

5.1.エ ンジニ アの 立場 か ら

  中山雄 貴

  ヒューマ ンサ イエ ンス

 産業翻訳の中で、実際にMTエ ンジンを使 う際

に問題 となる課題 を詳 しく説明 して頂いた。

 翻訳の仕事をする うえで必要なこととして例

に挙げたのは、タグ、用語/ユ ーザインタフェ

ース
、スタイル。これに対応 しないと、 どんな

に機械翻訳の精度が上がったとしても、それ を

そのまま産業翻訳で使 うことは難 しいとい う。

 産 業翻 訳 で はHTMLやXMLと い うフ ォーマ ッ

トで翻訳 す る こ とが非 常 に多 く、それ らの フォ

ー マ ッ トの中 には 、 「タ グ」 が あ る。 原 文 の 中

にあ るタ グを、訳 文側 に正 しく持 って くる必 要

が あ るわ けだが 、多 くの機械 翻訳 エ ンジ ンでは 、

タ グを入 れ る とタ グの前 後 で 意 味 が切 れ て し

まっ た り、 タグそ の ものが 消 えて しま った り、

も しくは タグ の 中身(例:〈product>)を 「〈

製 品〉」 と訳 して しま った りす る。 この よ うな

問題 は、翻訳者 や ポ ス トエ デ ィタ と呼 ばれ る人

が手 直 しす る こ とで解 消す る こ とがで き るが 、

これ では 、機械 翻 訳エ ンジ ンを入れ る こ とで却

って手 間 が増 えて しま う。タグに対 応す る こ と

が、実 際の業 務 で機 械 翻訳 エ ン ジン を使 うに あ

た って、非 常 に重要 な ポイ ン トにな る。

 この よ うなタ グの対 応 は、Googleで 試 した

ところ、うま くいか な かった が 、ヒューマ ンサ

イエ ン ス社 で は対 応 可能 な形 で実 装 して い る

とい う。

圏 困
馨し   なし

あり

あり

  艇品L13f<prafuU_nam●'♪jで す.

  ..Tfre product nrm bの《繍_㈱ ゲ.
  騨しくは.〈朔'〉 をφ 犠.

  噂Forπ ゆrO適網fom鴇取川、●●●《"r}か.

なし   製品名は「<em>《prOducしname'》 ≪em》 」です。

  …+Tfle product name Ia'tem>tproducl_name b<i

  騨し〈は、cud>axafrpla aantrurl>を φ照.
  一やFor㎝O ln「o「㎜ 嚇on, s●●<u「1>aza「㈱Comc?url》

あり   く8m》履晶6《'㎝,は.rABC」 です.          不可

  輔Th● 《㎝ 》醐r巴 備 《'㎝》b°A8C嘘
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  一●For㈱ 齢bm幅tlO11, t●●《uri>Ude weDtfN<lurl》,

縮置圖
可   司

不可   可

可

 続 いて 、中 山氏 は用 語/ユ ーザ イ ンタ フェー

スの訳 につ い て紹介 した。

 産業翻 訳 で は、製 品名 、サー ビス名 、機 能 名

な どを統 一 す る必要 が あ るので 、用語 集 が非 常

に重要 だ とい う。ソフ トウェアマ ニ ュアル を翻

訳 す る際 には 、ユ ー ザイ ンタフ ェース の訳 は決

ま ってい る。も し機 械 翻訳 で勝 手 にそれ を翻 訳

され る と、実際 の メニ ュー名 と違 う訳 にな って

しま う可能性 があ る。した が って、ソフ トウェ

アマ ニ ュアル を機械 翻 訳 にか けた場 合 、UI用

語 集 に則 って 、ユー ザイ ンタ フェース と思 われ

る ところはUI用 語集 の訳 を引 っ張っ て くる必

要が あ る。

 講演 で は用語 集 とUI用 語 集 の例 を下記 図の

よ うに挙 げた。

用籍集

U囑 膳集

・用語集

・AAMT                    不可

用雁集あり一〇AAMT
用腰集なし→アジア太平洋捷械翻駅笛雲

「完了」ボタンをクリックします。

Ul用譜集あり じPreen Me'Finish"bu電lon

vi用1611Eなし一→Presa the'D◎ne"button

司

不珂   可

 「AAMT」とい う原 文 に対 して、日本 語で は 「ア

ジア太 平洋機 械翻 訳 協会 」 と訳 した い場合 に、

用語集 な しだ と、原 文 のまま。用語集 あ りだ と、

「アジア太平洋 機械翻 訳協 会」 と置 き換 える こ

とが可能 にな る。Google翻 訳 は、当然用 語集機

能 がない ので、 この よ うな置 き換 えはで きない。

ヒューマ ンサイエ ンス社 では、お客様 の要望 に

応 じて こ ういった機 能 を追加 して 「Google+カ
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ス タマ イズ」 とい う形 で提 供 して い る とい う。

 ・UI用 語 集

 「完 了ボ タ ン」 とい う原 文 の 「完 了」に対 し

て 、 「Done」 とい う訳 に した いの だが 、機 械 翻

訳エ ンジ ンではUI用 語集 が 登録 され てい ない

の で、勝手 に 「Finish」 と訳 され て しま うとい

う問題 が あ る。UI用 語 集 が あれ ば 「Done」 と

訳 され る。こち らもヒューマ ンサ イエ ンス社 で

独 自にカ スタマ イズ して 、お 客様 に提 供 してい

る と紹 介。

 最後に、スタイルについて紹介があった。

 英語か ら日本語 に翻訳する際、細かいスタイ

ル規則が存在する。 さらにお客様 によっても指

定が異なる。 自動翻訳がこういったスタイルに

則っていないと、スタイルを一つ一つポス トエ

デ ィタの人が修正することになって しま うので、

手間が発生す る。一般的な機械翻訳サー ビスで

は全角文字 と半角文字の間のスペースの有無や、

英数字の全角半角は統一されていないことが多

いが、 ヒューマンサイエンス社は独 自の実装で

統一するよ うに しているとい う。 こ うすること

で、ポス トエデ ィタの負荷を下げている。

5.1.1.質 疑応答

 モデ レータ:

 「NMTは素晴 らしい」とい う話が巷では話題

になっているが、中山様の発表内容によると、

それだけでは不十分で、タグやUI用 語集をち

ゃん とや らなけれ ばな らない と却って邪魔 に

なるとい う話が非常に印象深かった。会場か ら

もそれに対 してこ質疑 ・ご討論 をお願 い したい。

Ql(Mik):弊 社 で も こ うい う形 で機 械翻 訳 の

 出 力 を編 集 す る こ とは頻 繁 にや って い る

 が 、た とえば、タグの処 理 で、あ る程 度 自
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 動化できる部分 と、NMTエ ンジンで もでき

 ない部分があるとい う話だったが、一番右

 の列で、ヒューマンサイエンス さんで「可」

 となっているのは、人間が直す とい う部分

 と、機械 で自動処理する部分 とがあ ると思

 う。このあた りは、それぞれのタグについ

 て、人間が対応 して直 しているとい う意味

 ではな くて、その精度 とか、その後にポス

 トエデ ィッ トで人間のチェ ックを入れて

 い るのかについて質問 したい。

A1(Na):こ こで 「可」とあるのは、機械的に

 プ ログラムで対応 してい るとい う意味で

 「可」にしている。ただ し、ニュー ラル機

 械翻訳の特徴 として、どうしてもブ ラック

 ボックスの ところがあ り、動作が読めない

 場合がある。そのタグが、なぜか訳文で消

 えて しま うとか、なぜかタグが追加 されて

 いる場合 もある。「タグ」と言ってい るが、

 要は訳語 と同 じような問題が、タグに対 し

 て も現状出て しま う場合がある。したがっ

 て、ポス トエディタ、翻訳者の方に、タグ

 について確認 して もらい処理 して頂 く必

 要がある。

  ただ、以前のタグに対応 していない機

 械翻訳を使っていた翻訳者 にとっては、多

 少な りとも自動化ができてい るので、将来

 的には完全 な 自動化 を目指 してはい るも

 のの、現状ではい くらか負荷 を下げられて

 いるのではないかと考 えている。

Q2(Ho):Google利 用 の ヒューマ ンサ イエ ン

 ス さん の システ ムは 、CATツ ール と連 携 し

 て システ ム を組み 上 げ られ て い るのか 、オ

 リジ ナル でそ うい うもの を持 た れ て い る

 の か。

A2(Na):仕 組 み を説 明 す る と、Google API

 を呼 び 出す コー ドをAmazonのAWS上 に置



い てい る。そ こで いろ い ろな処理 をや っ て

い る。Google APIを 呼び 出す 前や 後 で 、

い ろい ろな処理 を してい る。このAWS上 の

プ ロ グラム に対 して 、SDL Trados Studio

のプ ラ グイ ンで あった り、Memsourceか ら

呼 び 出す よ うなプ ラ グイ ンで あった り、そ

のCATツ ール の部 分 はい くつ か対応 を し

て い る。 メイ ン の機 能 は 、 あ く までAWS

上 に実 装 して い るので 、プ ラグイ ンは必 要

になれ ばす ぐに実装 が可 能 だ。

Q3(Mi):SDL社 やMemsourceの 機 能 を 呼 び 出

 す と い う話 だ っ た が 、SDL社 のAdaptiveMT

 を 使 っ て い る の か 。

A3(Na):SDI,社 のAdaptiveMTは 、 ま た 別 の

 機 械 翻 訳 エ ン ジ ン サ ー ビ ス で あ り 、Google

 と は 別 の も の に な っ て い る 。現 在 、弊 社 の

 NMTソ リ ュ ー シ ョ ン で はAdaptiveMTを 使

 っ て い な い 。

5.2.翻 訳者 ・品質管理者の立場か ら

  三笠綱郎

  株式会社十印

 三笠氏は、翻訳サー ビスの品質管理全般、機

械翻訳導入 ・活用を担当されている。翻訳の品

質 とい う観点か ら、生産性等についてど う考え

てい くか とい う話を された。

「この程度 の 品質 で よいか ら速 く、生産 性 を上

げ よ う」とい う形 で、い ろん な リク ワイ ア メ ン

トを細 か く定 め るのだ が、そ うい うこ とを一切

しない で 、 「実 際 に経 験 豊 富 な翻 訳者 が 普通 に

翻 訳 す る とき と全 く同 じ レベ ル の もの を作 っ

て くだ さい 」とい う条 件 で実施 した とい うこ と

だ った。 さ らに、 「な るべ く早 く仕上 げ て くだ

さい」とか 、「MTの 出力 をで きる限 り利 用 して 、

ポ ス トエデ ィ ッ トして くだ さい」とい うよ うな

ガイ ドライ ンを通 常 は作 るの だが 、そ うい うこ

とも一 切 しなか った とい う。

 検証 の結 果 、人 間翻訳 者 の生産 性 は、1時 間

に360語 の ス ピー ドで翻訳 で きた。Googleの

ニ ュー ラル 機 械 翻 訳 結 果 を ポ ス トエ デ ィ ッ ト

した場 合 、1時 間 に587ワ ー ドのス ピー ドで仕

上 げ る こ とが で きた。

 NICTの 「み ん なの 自動翻 訳 」 の統計翻 訳結

果 をポス トエデ ィ ッ トした場 合 、1時 間に466

ワー ドのス ピー ドで仕上 げ る こ とがで きた。

 いずれ も、人 間翻訳 者 よ りも速 いス ピー ドで、

同等 レベ ル の翻 訳文 を仕 上 げ る こ とが で きた。

 なお 、翻 訳 ス ピー ドは人 に よってか な り異 な

るが 、いずれ も同 じ傾 向 を示 して い る との こ と

だ。

 十印社 の 調査 で は 、Googleの ニ ュー ラル機

械 翻 訳結 果 を使 った ポ ス トエ デ ィ ッ トが 最 も

速 い生産 性 を達成 した。

 まず、十印社では生産性 に関す る調査を行っ

た。具体的 には、ベテランの人間翻訳者が翻訳

したときと同 じ品質を確保するときに、それを

ポス トエデ ィッ トす る ときに どれ くらいの生

産性向上があったかの検証だ とい う。

 また、先ほどの講演 ではセグメン ト長が品質

に影響を与 えるとあったが、十印社の調査では

そのよ うな相関は見 られなかった。文が長 くて

も、逆に文が長い と若干速 くできるくらいの感

じだった とい う。

最初に説明 されたのは、従来のポス トエデ ィ  結論 として、Google翻 訳では、生産性 向上

ットでは、ある程度の品質に関す る妥協を して、 率 として人間翻訳 よりも63%速 いス ピー ドで

11



同 じ品質 レベル の もの を仕 上 げ る こ とが で き

る。NICTの ポス トエデ ィ ッ トで は30%の 向上

とい う結 果 が得 られ た。

GNMT&NK)丁 工 ン ジ ン で のFull PEA産 性 調 査 結 果

           Overall Productivky(wph(

 PE w/GNMT

 ・ Highest productivity  Fげ謬

  63%faster than HT on 嘔        ,..

average

PEw/NICT

30%fasterthanHTon`

average l繍

           鱒 唱  :.  摩   N    ト

ご闘 Tv叱 凧♪、醸"邸 西σ 箪 鮎r・ 塩 し,・畷 域 :5㍗Wu V (iey∂ 鋤 倉了し、"ト リ ▼er・むe'飛 炉'5.贈 冨n㌔Jat・b飾 ク

ε 買解 瀞.嘱 脚PW'wrr.:tiη 》纈賄 ぴ一v㍗ 袖 τ脇:,.<

 続 い て、マー ケテ ィング翻訳 を ご紹介 い ただ

い た。

 三笠 氏は 、人間翻 訳者 の 間で は、広告 文 の よ

うなす ごく難 しい もの は 、い くらMTが 進化 し

て も人 間で なけれ ばで き ない し、よほ ど人 間の

ほ うが速 くで きる とい うよ うな観 方 が だ いぶ

多 い とい う。そ こで、下記 の調査 を行 い 、人間

翻訳 者 の考 え方 が正 しい か ど うか を検 証 した。

 調 査 方法 は 、Microsoft, Google, Appleの

新製 品紹 介 の英語 ペー ジ を、下記 の4種 類 で比

較 し、 どち らの精 度が よい か を決 め る。

    機 械 翻訳1:Google NMT

    機械 翻訳2:NICTニ ュー ラル版

    人 間翻訳1:ホ ー ムペー ジ に公開 され

         た 日本 語

    人 間翻訳2:某 訳 者 が訳 した もの

 最 初 のテー マ は、MicrosoftのSurfaceと い

う三つ の新 商品 の ノー トPCの 紹 介ペ ー ジで 、

「The ultimate laptop」 は翻訳 が難 しい と指

摘。 これ を2種 類 の機械 翻訳 結 果 と、2種 類 の

人 間の訳 を示 した。どち らの機 械翻 訳 もか な り

良 く訳せ ていた。 ただ、 人間訳 の特徴 と して 、

原 文 は 「The ultimate laptop」 だが 、公 開訳

は 「創造 力 を刺激 す るハ イパ フォ ーマ ンスPC」

になっ てい て、原文 とま った く違 うものに なっ

て い る。これ は翻 訳 では ない。翻訳 業 界で は 「ト

ランス ク リエ ー シ ョン」と呼ぶ が 、つ ま り翻訳

とコ ピー ライテ ィン グを組 み合 わせ た ものだ。

この よ うな トラ ンス ク リエ ー シ ョン は機 械 に

は絶対 に で きない こ とだ と強調 され た。

 某 訳者 の訳 では 、第2文 目の 「Surfaceの ど

のモデ ル もそれ を踏 ま えて設計 しま した」 は 、

原 文 は受身 になっ てい るが 、メ ッセ ー ジ性 が高

ま るので は ないか と、あえて設 計者 が 書 いた よ

うな能 動態 に した。こ うい うの は、人 間 でな い

と で き な い か も しれ な い とい う。 最 後 は 、

「Choose yours .」 と しか書 いて い ない が、機

械 では どれ も うま く訳 せ てい な い。 「あ なた の

Surfaceを 選 ん で くだ さい」 とい う意 味 だが 、

こ こは人 間 の訳 のほ うが勝 っ てい る。

Thy uhlm醜 ●lapt叩IO w{"k・ 湖f〔rp,畔`・fr「rdy, yぐ川rnv.1 卿w 質    静

[驚,r刈ロp lh轄dp師 り桝 、thρulr卿m+璽 電ドlrl VYI・繍,lity, rW「 「側m駕,r}ゴ 駅F Mlfl`I desirin「Viv y～url・N円 ～

AfK  j l「(撒 ・things in minA Chia,騨, y鉦脳 ～

鳴 の の ノ ー ト パ ソ コ ン 轡 田i、侮 難 し ζ卿 遊4訓`、 、 多 鷲 な 優 徽 、 パ フ 穿 ゾ 弓 く 7リ イ'.fi b'

雛 器 響麟認1、;二㌘1漁、▽伽脳 響 轡 轡 雛
創適力を0謹 す6ハ イ八フヌ¢一マンスPC CIH11・碑 や耕穆を鱈 顕、:、ぶ、 rcか2 パ ノ哩 マン

く'禺罵、、1ザイ/聲 る隣)力 朝い.恨'脚{セめ ノ 巨 以 が必夢ビ  可 74藩 巨鵜 拶 。'む㌧の

ぬ彰蹟」バriOt1.*riri.、3塗.肖 り臨 畠1ノ、7八 イ♪くを免2け こくノー惑鉱、

究1■のラツ7ト ツ7flfN(、 作攣し⊂携疵4る1、 は、多影な働能、パ フカ で ・《.ア リ イ承 礎似

㍊膿 劉器 論 繍 郷 二1ごv蜘禰:れ鞭 繋鯨鎌 嚢1
嘘棚のノートPC白 欄自{il.、ブリ】で∬イノ嫁f1樹 鞍、叩嫁剃、は、汎絹轄、悔簾、」サ でノmgへ γ

{・傅れ裳バ',ノルな次鰹{匿ノートが麟糎τす.S川f構 漕のどの署ンル 靭ぞ馴筆鵬 黒ズ♂設計1講1'

r.,げ 画分にび 斌 りのSL拝f㎜ をま瑠 びG竿 い.

 二つ 目の テー マ は 、iPhone Xの 広 告。 厳密

に は機 械 翻訳 は どち らも誤 訳 に なって い る。意

味 的 によ く読 む と、係 り受 け な どが 間違 えてい

る。ただ 、訳 語 の選択 とい う点 におい て 、機械

翻訳 は かな り適切 な訳 語 が選 ばれ てい る。人 間

翻訳 した公 開訳 は、誤訳 で はな いが流 暢 さ とい

う点にお い て欠 けて い る。某訳者 の訳 は 「トラ

ンス ク リエー シ ョン」的 な要素 を入 れ て、ち ょ

っ と した工夫 で よ り読 みや す く・理解 しや す い

日本 語 にな って い る。とい うよ うな報 告 が あっ

た。
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Innovatlw Technology The display employs new techniques end technologyto

precisely follow the curves d the design, all the way to the elegantly rounded

㎜

績鋼納 慧デクノ0ジ ー 樋層【、メレカを帯ひた 1一ナーL攣 る3r、 ゾげイノのMaraA‐ ノ1、

塀緻1・ノィッa・・'t?dl.め ノ ず・くノレイ1.は 新しい†法やノク ノロ罪 食操順 締 緬熱

茸納 披撫 この /ス ノレイは.〆 ヅイ ンの曲織1・α確1・轡 ♪ぐ 甚レノ)ンll、丸沸そ跡び

Y.」 讐ノ讐淑C' 新しい34Mit妓 噺を擦用し ζいま尊、

箪覇m)捜 巧1レ ガントな丸みを帯びたディスフレイ.朕 しい)415k 7ク ノUノ ー1、♂り. T

ザインの曲面を㈱[、 震境しくいra、

革新的披術 デ1 ノレ では 蓑レガ!ト な糺み壷潜び1 1-,_#ひ γリイ ンの カー ノを

iE 4C(:ノ 凶【1-¢5λ めの新 しし～技qi1捜 術を裸用 しζい、4¢、

 三 つ 目の テー マ は、Google Home。 紹介 文 の

「Say it toplayit」 は決 して難 しい文 章 で

は な く、前 後 の文脈 を把 握す れ ば簡 単 に理 解 で

きるはず だが 、機 械翻 訳 は その点 にお い て弱 い

た め、全 く うま く訳 せ てい なか った。一方 人 問

翻 訳 はす べて の文 にお いて正 解 で はない が 、前

後 の文 か ら伝 え た い こ とを分 か りや す く伝 え

るこ とが で きた と話 され 、講 演 を終 えた。

Say It to play IL Listen to music, playlists antl more, and get rich sound from

Google Home's high Cr  p k

モれを濱輿す ると編って ください.議 驚、 ノレ で1」かくltrtを 馳い1怯GOQglO小 一 八

の繍い[ク ベカー バ/ベ ピーノ,一燵 燐 繊 露リウ.障 舶,A潔 ぞ喉蹴 讐 「 臆

實μで属生で 澄潔す. Go◎gk Homeの 八 イ1ク スカー ノ3ノ λゼー ノ,一' 畠肇い

ノレ イリ411.il r.'ais8A♂楽し4},'2がr、 、.}・婁,

購しかけて醤羅 も属生 繁曲 や ノレ でリ λ14Google Nomeの 八 イ1ク ベカー!肇!

スじ 一わ一の 鍍かeリ ウ ンrr碕 生P溶 庫 導、

それな肩生す ると貫って ください.撰 漿 、プレイ リスle.rを 馳い( Googk Mome

の鶴溝疑 スじ一カーか・♪繋わ、41十iウン ド費籍 訪。

5.2.1.質 疑応答

 Ql(Ka):や は り、マーケテ ィングコンテ ンツ

  は、人の感情 を動か さなければならないよ

  うなところがあるので、コピーライテ ィン

  グ要素 と切 り分 けるのは、なかなか難 しい

  と思 う。逆に、マニュアルや契約書の よう

  に感情 を入れ る要素の無いもののほ うが、

  機械翻訳は進んでいきやすい と思 う。三笠

  さんがご覧になって、今後、この ような二

  極化や、今後1,2年 で機械翻訳がどのよ

  うに進むか とい うよ うな予測 はあるか?

A1(Mik):仰 る とお りだ。 こ うい う レベ ル の

 感 情 表 現 は機 械 に は ま だ難 しい 面 が あ る

 と思 う。ただ 、それ は私 の よ うな人 間翻訳

 者 に とって も難 しい とい うの も事 実。私 ど

 もがマ ー ケテ ィ ン グ系 コンテ ンツ の翻 訳

 をす る際 に、 とるプ ロセ ス の一つ と して 、

 まず は直訳 調 に普通 に訳 す。そ の後 に、コ

 ピー ライ テ ィ ング の よ うな 能 力 を持 つ ラ

 イ ター が 、ア ピー ルす る文 に リライ トす る。

 そ うい った2工 程 、あ るいは3工 程 が ある。

 た とえば 、そ の最 初 の 、あ るいは最 初の 二

 つ の工 程 をMTPEに 置 き換 える ことで、現

 時 点で 十分 な生 産性 向上 効果 、あ るいは コ

 ス ト削 減効 果が 得 られ る可能性 は 高い。最

 後 の仕 上 げの部 分 は、や は り人 間がや る必

 要 が あ る。

 あ と、た とえば 、マ ー ケテ ィン グ系 コン

 テ ン ツの特徴 の 一つ と して、先 ほ どの中 山

 さんの発 表 に あっ た よ うな タ グ処理 や 、TM

 の 大 々 的 な活 用 とい った側 面 の 制約 が小

 さい案件 が 多い の で、そ うい った意味 で は

 MTPEの 導入 が 、逆 にマ ー ケテ ィング系 コ

 ンテ ンツ の ほ うが しや す い とい う側 面 も

 か な りあ る。

Q2-1(A):生 産 性 の調 査 の ところ で、 あ る意

 味 、通 常 のポ ス トエデ ィ ッ トの制約 とか を

 与 えな い で翻 訳 して くだ さい とい う内容

 だ が、そ の場 合 、原 文 と機 械翻 訳 の訳文 は 、

 ペ アで お見せ して 、それ とは別 の ところ に

 訳 を作 って くだ さい、とい う感 じに してい

 るのか 、あ るいは機 械 が出 した訳 文 を上書

 きす る形 で修 正 す る とい う形 で 訳 文 を生

 成 して も らった の か、 どち らか?

A2-1(Mik):ポ ス トエデ ィ ッ トの ほ うについ

 て は、機 械 が 出 した出力 を上書 きで編集 す

 る。人手 で翻 訳す る場 合 は、機 械 の訳 は出
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て こない。空 のま まにな って いて 、シ ンプ

ル なユー ザイ ン タフ ェー ス で、原 文 と訳 文

を入 れ るボ ックスが あっ て、PEの ほ うは

出力 が でて きてそれ を編集 す る。

とい う分類 を して集 計 した。

〆
Q2-2(A):原 文 と訳文 が表 示 され て、 それ を

 参考 に しなが ら、新た に あなた の訳 文 を作

 っ て くだ さい とい うよ うな感 じか?

A2-2(Mik):そ うで はな く、人 間 の翻訳 で は

 原 文 だ けが出 て くる。この英語 を 、何 も参

 照 しない で 日本 語 に訳 しな さい と伝 え て

 い る。

Q2-3(A):訳 文は提 示 してい たの では?

A2-3(Mik):そ れ は ポ ス トエ デ ィ ッ トだ。2

 種 類 のポ ス トエデ ィ ッ トと、機 械 翻訳 に 関

 係 の ない普 通の翻 訳 を、同 じコンテ ンツ に

 関 して生産性 を計 測 した。原 文 と訳 文 の二

 っ の ボ ックス しかな くて 、ポス トエデ ィ ッ

 トの ケー ス では 、訳 文 のボ ック スに まず は

 機械 翻訳 の 出力が 出 て くる。そ してそれ を

 上 書 き し、適 宜修 正す る。

Q2-4(A):場 合 に よっ ては、 出 てい る対訳 を

 参 考的 に見 て 一 か ら リライ テ ィン グす る

 場合 もあるの かな と思 った。

A2-4(Mik):そ うい うふ うに指 示 した ので 、

 それ もある と思 う。

Q2-5(A):要 す るに、 そ の二つ の要 因が あっ

 て、上 書 きす る場 合 もあ る し、上 書 きで は

 な くて、そ の対訳 を参 考 に しなが ら、一 か

 ら訳文 を作 って い く こと もある。

A2-5(Mik):そ の場合 も、「ポ ス トエ デ ィ ッ ト

 を した」 とい う区分 で計測 して い る。 「こ

 れ は使 えな い」と思 って、パ ッ と消 して上

 書 き したの も、「ポ ス トエ デ ィ ッ トを した」

会場からの質問(撮影:阿 部編集委員:以 下同様)

5.3.経 営者の立場か ら

  森 口 功造

  川村イ ンターナシ ョナル

 森 口氏 は今 後 、あ るいは今 、翻 訳業 界が 、機

械 翻訳 を利 用 した ソ リュー シ ョンを ど う見 て

い くべ きか 、あ とは 、この 先 ど うい うところに

注 力 してい くべ きか につ いて話 をな され た。

 2015年 頃はSMTの 全盛期で、ある程度の品

質までは行ってい るが、それ を実用化す るため

には、かな りいろいろな工夫を しなければいけ

ない状態だった と過去を振 り返った。今なお、

機械翻訳は人手の翻訳に比べれ ば質が落ちる

し、や らなければな らないこともまだまだある。

では、ポス トエディッ トとい うサー ビスは、こ

こにいる三社はどこもやっているが、それを付

加価値 として出す ことで済んでいいのか。それ

ともその先 を業界 として何か考 えるべきなの

か。そ こで、森 口氏はSWOTの 考え方を用いて

分析 を行 った。
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1霊魑

1難謡

繭 璽醗綴購嚢羅封
       盲聯?ンx簡 る    鰯樋 寛肌 て             s鼠チ

ヤンスを齢る

脅腫を優灘して     鳳遇!回灘すべer'が ・…

事蹴チヤンスを的る   イ/べ 一シ働ンはここから?

 「MTPESP」 は、 「マ シ ン トランス レー シ ョン

とポス トエデ ィ ッ トのサ ー ビスプ ロバ イ ダ」の

略 で、ポ ス トエデ ィ ッ トとい うソ リュー シ ョン

を含 め た機械 翻 訳 の強み ・弱み とい うこ と と、

サ ー ビスプ ロバ イ ダ の 目線 で み た ときの今 の

市場 のOpportunitiesとThreatsの こ とを意

味す る。通 常 は 、 「StrengthとOpportunities

を攻 めま しょ う」とな る。それ以 外 に、Weakness

を克服 で き る もの な ら、そ こは事 業チ ャ ンス に

な る し、脅威 が あ る ところは それ を解決 ・回避

す るこ とで、ビジネス チ ャン ス となる。「MTPESP」

にお いて 、それ ぞれ は何 なのか を整 理 して い け

ば、攻 め るべ きポイ ン トが分 りや す くな る と話

した。

 ・強み(Strength)

 今 の機械 翻 訳 の強 み は 「ス ピー ドが 速 い」、

「コス トが低 減 で きる」、 「質 が向 上 した」の3

点。 特 に、訳 質 の 向上 は非 常に 大 きな強 み だ。

SMTは 癖 が あ るが、 「それ が そ うい うものだ 」

とい うこ とを理解 しなが らな らPEも で きた。

一方 で
、今 のNMTは す ご く簡 単 にで きて しま う。

ボ タ ンーつ で誰 で もで き る よ うな レベ ル だ。

 つ ま り、以 前 はそ こに対 しての ビジネス チ ャ

ンス があ った が、今 はGoogle NMTの 登 場 に よ

って 、ス ター トライ ンは皆 一緒 に な って しま っ

た との こ とだ。

・機 会(OPPortunities)

外 部 環 境 と し て 、翻 訳 を し て ほ し い テ キ ス ト

はず っ と増 え続 けてい る。そ こに追いつ い てい

ない ことは、 この業 界 に とっ ては チ ャンス だ。

 機 械 翻訳 は その解 決 策 と して考 え られ た が、

そ こに対 して の技 術 的ハ ー ドルや 、対訳 デー タ

を ど う集 め るか な どが原 因で 、参入 がな かな か

難 しか った。GoogleやMicrosoftを 使 うとい

うこ とを考 え る と、そ この障壁 はす ごく下が っ

た とい う。ま たNMTの ハ ー ドウェア とか の リソ

ー ス的 な 部 分 でお 金 が 非 常 に かか る とい うの

は あるが 、技 術 的 な とこ ろは非常 に シンプル だ

った ので 、 ある程度 勉 強 され た方 には で きる。

 あ とは、 「Googleは 使 えそ う、機械 翻 訳 いけ

る じゃない か」と皆が 思 い始 めたマ イ ン ドの 変

化 は 、我 々MTサ ー ビスプ ロバ イ ダには追 い風

だ。更 に、ポ ス トエデ ィ ッ トプ レイ ヤー と して

は 、競合 す る相手 が 少 ない こ とも機 だ。

 そ の 中重要 な こ とは、「わか りやす さ」と 「顧

客体験 」。

 一 わ か りや す さ

 「ポ ス トエ デ ィ ッ トと人手 に よ る翻 訳 の 違

いが よ く分 らない 」とい うこ とのない よ うに し

たい。その サー ビス提 供 方法 を確 立 したい。後

で少 し説 明が あ る、キー ワー ドと しては、や は

り、 「シ ンプル に 、セ キ ュア に」 とい うところ

が重要 だ と思 うと森 口氏 は語 った。

 一 顧客体験

 どうい うことが機械翻訳 を使 って、顧客 ・ユ

ーザ として素晴 ら しい経験 につながるのだろ

うかと考 えると、自分たちで翻訳が終 えられ翻

訳会社が要 らな くなる。ただ、それはまだまだ

先であ り、それ を目指 してい くことが翻訳業界

の中で必要だと思 っているとのことだった。そ

こに仕事がたくさん眠 っている。要は、セル フ

サー ビスで機械翻訳はす ごく簡単に使 える。そ

うす ると、「機械翻訳はいい じゃないか」 とい
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うこ とが分 って くる し、よ くよ く聞 くと 「セ キ

ュア です」 とな る と、 「じゃあ 、使 お う」 とい

うふ うにな ってい く。 それ が体験 と して 、 「こ

の レベ ル で あれ ば 自分 で ち ょっ と直 せ ば使 え

るな」 と、 しか し 「この文 章 を機 械翻 訳 にか け

た ら使 えない な あ。じゃあ 、翻訳 会社 に 出そ う」

とな る流れ(仕 掛 け)を 作 らね ばな らない。そ

こで は 、TMや 用語 集 とい う言葉 は要 らない。

それ を実現 す るの が、将 来 的な 目標 だ とい う。

 ・弱 み(Weakness)と 回避

 よ く 「機 械翻 訳 は安 全 なの?」 と言 われ る。

GoogleもMicrosoftも す ご く明確 に 「デー タ

を収集 しません 」とい うこ とを書い て あ るに も

関わ らず 、ユー ザ側 は まだ慎重 だ。セ キュ リテ

ィに関 しては 、情 報漏 洩 だ けでな く、送 った デ

ー タが そ の ま ま収 集 され る こ と を懸 念 す るだ

け でな く、IT部 門のセ キ ュ リテ ィに対す る懸

念 が 多い。そ うい った ところ も含 めて 、今 は情

報 漏洩 だ けに な ってい るが 、セ キ ュ リテ ィ とい

うキー ワー ドに 関 して うま く説 明 して 、 「そ ん

な こ とはない のです よ」とい うこ とが理解 頂 け

れ ば 、お客様 も 「じゃ あ、ち ょっ と使 ってみ よ

う」とな る。そ の ときに シ ンプル に提 供 で きれ

ば、機 械 翻訳 の結 果 をす ぐに見 るこ とが で き る。

そ して、見 て頂 くと、この ま までは使 えない こ

とが分 る。そ して、自分 た ちで直す か 、翻 訳会

社 に直 して も ら うか 、とい うところの仕掛 けを

作 るこ とが 重要 だ。

 そ こ を回避 す る方法 と して 、オ ンプ レ ミス だ。

また、タ グの処理 な どを含 め て、ま だNMTで 解

決 で きてい ない 品質 の課題 を回 避 ・補 完す るた

め人間 が直 さな けれ ばな らな い。や は りポス ト

エ デ ィ ッ トは大事 だ。さ らに、希少 言語 対応 や 、

医療 、特許 を含 め て分野 的専 門性 等 々は ビジネ

スチ ャ ンス だ と森 口氏 が い う。

 ・脅威(Threats)と 回避

 翻 訳業 界 では 、翻 訳 す るテ キス ト量 は増 えて

い るが 、予算 が増 えた こ とは一度 もな く、減 り

続 けて い る。それ を制約 と受 け止 め るが、別 の

方 法 で解 決 す る方法 を考 え るか。あ とは、上 記

述 べ た参入 障壁 の低 下。翻 訳会 社 は ど こで もポ

ス トエ デ ィ ッ トが で き る よ うにな っ て い るの

で、そ こは脅威 だ。

 さ らに 、GoogleやMicrosoftの よ うな情 報

資 産 ホル ダー は、とてつ もな い優位性 を持つ の

で、そ こ とは 当然戦 え ない。それ を ど う考 えて

付 き合 っ てい くか を考 えな けれ ばな らな い。

 ま た、この業界 に特 有 な労働 集約 型産 業 の と

こ ろで、生産性 の向上 が非 常 に重要 にな って く

る。これ を うま く説 明 しない と、翻 訳者 にはた

だ単 に価 格 を安 くされ た と思 わ れ る こ と もあ

る。そ この ケアが 必要 だ。そ こが ケア で きれ ば 、

次 のポ ス トエ デ ィ タ不 足 も解 決 で きる と思 う

と森 口氏 は語 った。

 こ こで 、そ の場 にい る翻訳 会社 の 方、研 究者 、

ツール ベ ン ダの方 に要望 を述 べ られ た。

 ・専 門性 ・残留 品質 課題 を解 決 で きる技術 革

新 が欲 しい。

 例 えば 、タ グの処理。産 業翻 訳 の中 では タ グ

の 処理 が完 壁 にで き る と、それ だ けでそ の ツー

ル を使 お うとい うモ チベ ー シ ョンに つ なが る

こ とが あ る。

 ・サ ポー トす る文 書 タイプ の増加 。

 Word, Excel, PowerPointく らい普 及 してい

る文 書 で あれ ば よい のだ が 、 産業 翻 訳 で は 、

InDesign, XML, FrameMakerな どで作 られ てい

る もの が非 常 に多い。それ をサ ポー トで きる よ

うに してほ しい。

 ・情報 資産 の収 集 の効率 化。

情報資産ホルダー と組んで、対訳デー タを提供

して精度 を上げてい く努力は しなければな らない。
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 ・情報資産の量によらない革新が欲 しい。

 ・PEの 自動化。

 これ は翻訳業界が何 か しらの協力を しなけ

ればならない部分である。

 次 に、森 口氏 は 自動 翻 訳 とPE活 用 のキ ャズ

ムの壁 に言及 した。今 まで は、 「キ ャズ ム16%

の壁 」とい うの があ った が、川村 イ ンターナ シ

ョナル社 が既 にその壁 を超 えた とい う。それ が

普 及 率 とす ぐに結 び付 く とい うの は か な り乱

暴 な理屈 だ が、要 は、ポス トエデ ィ ッ ト、機械

翻訳 を採 用 して い こ うと市場 が考 えて い る。そ

こは メ イ ン ス トリー ム市 場 に 入 っ て い こ うと

してい る と ころで、乗 り遅れ る と勿 体 ない とい

うことで、 そ こが一番 の ビジネ スチ ャンス だ。

我 々は乗 り遅 れ た くない と思 って い る。それ に

は 、セ キ ュ リテ ィ も非常 に重 要 な点 にな る と話

した。

    鰭 轡 差鱒、 蒸≧濡、 ;  ノ瞭遣 齢醤.賛 「
     ・ぎ:{、_爵鴬蹴 い' ξベメ;'}μ・'一'∫

 1::驚__㌶ 。_ 圃/1＼ 、

 一 一 一 一 …一 ...、/… ＼

 i潤 綴 ∵ 偲"… 一撚1告 、  ..

           佃 】国
            働驚磨        盤含 口しや「の

           WA Cr髄獅5伽●Cho師  b75●o●f.●y㎞管,剛 偉■

 最 後 に、森 口氏 らの夢 と して、Word, Excel,

PowerPointだ けで はな く、す べ ての ドキ ュメ

ン トを、お 客様 が簡 単 に試 せ る環境 を作 りた い。

それ を作 っ て、機 械翻 訳 が適 用 され て、『これ

だ った ら自分 た ちでい い、これ だ っ た ら翻 訳会

社 に出 さな けれ ば無 理 だ』とい うよ うな こ とが

で き る よ うな プ ラ ッ トフォー ム を作 りた い と

将来 への思 い を語 り、講 演 を終 えた。

5.3.1.質 疑 応答

 Q1-1(Mi):御 社 は翻訳 会社 で 、 医療 関係 の翻

  訳 も扱 って い る と思 うが、今後 は医療 関係
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 に も機械 翻 訳 を使 って い く予 定か?

A1-1(Mo):す でに使 ってい る。 医療 に 関 して

 は、どち らか とい うと、海外 の サプ ライ ヤ

 の ほ うがす ご く積 極 的だ。なの で、このエ

 ンジ ンを使 って くれ とい うこ とで 、我 々 は

 ポ ス トエ デ ィ ッ トだ け を提 供 す る とい う

 こ とは 、す でに始 ま って い る。

Ql-2(Mi):そ れ はsYsTRANか?

A1-2(Mo):そ れ は回答 不可 と した い。

Q1-3(Mi):以 前、研 究者 の方 に、「医療 分野 の

 翻 訳 に 、機械 翻 訳 は ど うか?」 とたずね た

 ところ 、 「医療 分 野 に関 して は、製 薬会 社

 が、機 密 が厳 しくてデー タを出 したが らな

 いの で、機 械 翻訳 の エ ンジ ンに必要 なデ ー

 タ量 が集 らな いの で 、精 度が 出 ない」と言

 って いた。あ とは機密 の 問題 もあ る と思 う

 が、そ の2点 につ いて は ど う思 うか?

A1-3(Mo):そ の ケー ス に関 しては 、そ のお 客

 様 が提 供 され てい るの で、それ は 当た らな

 い と思 う。要 は、医療 製薬 会社 のお 客様 の

 中で も、特 にオ ラ ンダな どの欧州 の外 資 で

 は、対訳 デー タを活用 す る とい う考 え方 が

 かな り進 んで い るので 、それ を 自 ら提 供 し

 て、Adaptationし たMTで や り始 め てい る。

 質 と して は、それ を使 って実際 にポ ス トエ

 デ ィ ッ トして い るわ けでは ないが 、そん な

 に悪 くな い と聞 い てい る。製 作 の現場 の 中

 では 、 「か な り良 いです よ」 とい うこ とは

 言 って い た。

Q1-4(Mi):そ れ は既 に商用 レベル とい うこ と

 か?

A1-4(Mo):実 際 に ビジネ スに なって い るので 、

 商用 レベ ル だ と思 う。

Q2-1(A):先 ほ どの ス ライ ドに もあっ たが 、予

 算 は 減 りつ つ あ る。 も ち ろ ん 、 一 か ら

 Human translationを す る よ りは、 ポス ト

 エ デ ィ ッ トをす るほ うが、お客様 の ほ うも



 安 くて大丈夫です よね とい う感 じで きて

 い ると思 うが、その場合の翻訳品質は、た

 とえ機械翻訳 を使お うが使 うまいが、一か

 ら人間が翻訳 した もの と変わ りませ んよ

 とい う感 じで しているのか、まあそれよ り

 も うちょっと良ければいいです よ、た とえ

 ば松竹梅 があれば この レベルで品質確保

 して頂いた ら大丈夫ですよ、みたいなのは

 あるのか?

A2-1(Mo):そ れはある。たぶんここにお られ

 る会社の方 もい ろんなポ ス トエデ ィ ッ ト

 の レベル を作ってい ると思 うが、弊社は、

 最近それは避けている。た とえば日英翻訳

 の場合は、書式 を直 さない とか。そ うい う

 ところで意外 とポス トエデ ィッ トを言 っ

 た りするが、実際はお客様 にも非常に分 り

 づ らいので、弊社 としてはプ ロセスです よ

 ね。翻訳会社の付加価値 としては品質管理

 の部分がいちばん大きい と思っていて、品

 質管理 のために別 のプロセスを入れ るわ

 けだ。ISO17100も 、そ うだ し。 だか ら、

 それ を入れた場合 と、今のポス トエディ ッ

 トとい うもの を人手 の翻訳 と同 じにす る

 とい う場合の人手が何 を指 しているのか。

 基本的に、人間が一か ら翻訳 した ものが人

 手翻訳だ。しか し翻訳会社が提供す るもの

 は、それ をバイ リンガルチェックしたもの

 だ。 「どち らが人手翻訳で しょう?」 とい

 ったときに、どちらも人手翻訳だ。だか ら、

 ちゃん と間違っていないか ど うか を確認

 するプロセ スが入っていれ ば、当然そこに

 コス トがかかる。

Q2-2(A):要 す るに、お客様 が受 け入 れ る品質

 基 準 は、何 を使 お うが、変 わ ってい ない と

 い うことですね?

A2-2(Mo):仰 る とお りだ。 そ して プ ロセ ス が
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違 うので、リスクがあることは もちろん説

明す るし、ウチの場合は基本的にサンプル

を出す。 「この レベルで出 します よ」 とい

うサ ンプルを出 して、合意頂いたケース し

か受注 しないことに決めている。

Q2-3(A):そ この とこ ろが お 客様 と ちゃ ん と

 合意 が 取れ てい な い と、 「こん な筈 じゃ な

 か った 」 とか、 「これ じゃ あ困 ります よ」

 と言 われ る よ うな こ とが起 きる と思 う。す

 で に16%を 超 え てお られ る よ うな ので 、

 そ うい うのが か な りボデ ィー ブ ロー の よ

 うに効 いて くるのか な と思 った。

A2-3(Mo):不 思議 な こ とに、今 の ところ無い。

 幸せ な こ とに、今 の ところク レー ム に なっ

 て いな いが 、今 後 出て くるか も しれ な い。

 そ こに 関 しては 、我 々 と して は、品質 管理

 を継 続的 に改 善す る部 分 にな るの で、体制

 と して ど うす るか とか、自動 化 ツール を活

 用す る とか 、い ろ い ろ考 えない とい けな い

 と思 う。

Q2-4-1(A):い っ し ょ に 作 業 す る 翻 訳 者 の

 方 々が 、単 価 は下 が るが、質 は変 わ らな い

 とい うことで、そ こがか な り問題 に な りそ

 うな気 がす る。 「量 を こなす か ら単価 が安

 くて もよい ので は」とい う話 もあ るが 、た

 だ実 際 に品質 の ところで 、結 局 これ だけ の

 レベ ル を ク リア して も らわ な い と困 りま

 す とい う話 にな る と、さっ きち ょっ と言 っ

 たが 、 「で あれ ば、 リライ テ ィング した ほ

 うが い い よね 」 とい う話 に な る。 しか し、

 リライテ ィン グす るのな ら、 「この値段 な

 らち ょっ とね 」み たい な。「この金額 な ら、

 この レベル だ よね」み たい なの を、翻訳 者

 のほ うは 、たぶ ん考 えてい る と思 う。

A2-4(Mo):仰 る とお りだ。



Q2-5(A):お 客 様 と翻 訳 者 との 間 で ギ ャ ップ

 が 出 る と、大変 だ と思 う。

A2-5(Mo):そ こは大 変 だ と思 う。

Q2-6(A):そ こは き ち っ とお 互 い に合 意 を 取

 りなが らや って いか ない と、ビジネ ス と し

 て大 変 だ。

A2-6(Mo):そ れ は本 当 に仰 る とお りだ。 ち ょ

 っ と前 に書 いたが 、ビジネ スモデル が 非常

 に重 要 で、生産性 が上が って、ポス トエデ

 ィ ッ トとい うこ とを付 加 価 値 と して い か

 な けれ ばな らな い。 「生産性 が倍 にな っ た

 ので 半分 に して くれ 」とい うお客様 は お断

 り してい る。

Q2-7(A):そ の よ うなお 客様 は必 ずい る。

A2-7-1(Mo):「 それは無理なのです」 と言っ

 て断る。ポス トエデ ィッ トはそれだけ価値

 の高い ソリューシ ョンである し、それ を理

 解 して もらうための我 々側 の役割 も大 き

 い。歯 に物が引っ掛かった感 じの言い方だ

 が、我々は海外のお客様が結構多いので、

 海外主導 でポス トエデ ィッ トして くれ と

 言われ ると、単価 を向 こうが決めて くる。

 そのケー スがいちばん辛い。予算 もあるの

 で、こん どは翻訳者に対 して、 「これでや

 ってもらえるか?」 とい う話 になる。実際

 にそ うい うお客様がいて、1年 以上お付き

 合いがあるのだが、つい最近断った。なぜ

 か とい うと、機械翻訳の質が悪すぎる。や

 は り翻訳者からも、クレームにつながるだ

 ろ うな とい うことは分っていた し、 「生産

 性が倍だか ら半分だ」とい うのもどうかな

 とい うので、いま弊社が外向 けに提案する

 のは、や は りそ こに付加価値 を付けている。

 そこが、「いけるな」 とい う感覚があるの

 で断 る とい うケー スが あっ た。

A2-7-2(Mi):ひ とこ とだが 、要 求品質 レベ ル

 と翻 訳 サー ビス を ど うい うプ ロセ ス で確

 保 し、ど うい う対価 を頂 い てお客様 に提 供

 す るか とい う話 と、MTPEの 話 は もちろん

 密 接 に結 びつ い てい るが 、本 来切 り分 けて

 考 えるべ き と思 う。た とえば、さきほ ど森

 口さん が仰 っ てい たが 、人 間翻 訳限 定 して

 も、分野 に よ って、お 客様 に よって、い ろ

 ん な品 質要 求 レベル が あ る。実 際の ところ、

 そ うい うお 客様 の ニー ズに応 じて 、あ る と

 きは本 当にチ ェ ック無 しで安 く提 供す る。

 そ うい っ た フ レキシ ビ リテ ィを持 たせ て 、

 私 どもは提供 してい るわ けだ。それ が い ち

 ばん 露 わに現 れ てい るの がMTPEの ところ

 で 、それ が露 見す るので 、それ を組 み合 わ

 せ た議 論 が行 われ て い るが、本 来 は別 の話

 で、PEと い う切 り口だ け でそれ を語 る と、

 ち ょっ と ミス リー デ ィングだ と思 う。ただ 、

 ISOの 規 格 とか が、い ま本 当に高 い品質 レ

 ベ ル の 翻 訳 サ ー ビス を提 供す る とい うよ

 うな 高い基 準 の もの しか ないの で、そ こ ら

 へ ん を逆 にPEの 規格 の 制定 が進 めば、 そ

 こらへ ん をPEと い う切 り口では な くて 、

 品質 レベ ル を もっ と柔 軟 に課 してい く と

 い う方 向 で考 え るべ きだ と私 は思 う。

6. 全体質疑応答

モデ レータ:パ ネラーの どなたに対す る質問で

もよいですので、全体的質問時間 とします。

Q1-1(An):川 村 イ ン ター ナ シ ョナル さんが 「キ

 ャズ ム の16%の 壁 を越 えた」 とい うこ とだ

 った が、 ヒュー マ ンサ イ エ ンス さん と十印

 さん は何%く らい浸 透 して い るのか?

A1-1(Mo):そ れ は、 私 が勝 手 に言 っただ けな の

 で、 フ ェアで ない か も しれ ない。
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Q1-2(Mi):何 の割 合 なの か?

A1-2-1(Mo):我 々 の場合 は 、英 日 ・日英 の翻 訳

 が 、比 率 でい うと80%が 人 手 翻訳 で 、そ れ

 以 外 がポ ス トエデ ィ ッ トに なっ て きた。 私

 は経 営判 断 で言 った が、言 えな けれ ば、「言

 えない 」 と言 ったほ うが よい。

Al-2-2(Na):答 え られ る範 囲 で答 え る と、 ヒュ

 ー マ ンサイ エ ンスの私 の部 署 は、IT系 の英

 日翻訳 を してい るが 、ITマ ニ ュアル に限定

 す る と、それ こそ8割 は超 えて い るよ うな

 状 況 だ。ITの マー ケテ ィングに 関 してい え

 ば、ゼ ロだ。

A1-2-3(Mi):数 字 は控 え させ て頂 くが、私 ども

 はか な りPEを 導入 してい る。両社 よ りは低

 い くらいだ。 お 客様 か らの 要望 に合 わせ て

 直す の をい ち ばんの 売 りに してい る。 お客

 様 が 高い品 質 を求 め る場合 は 、PEと い う選

 択 肢 を取 らない とい う場 合 が多 か っ た りす

 る。 た だ、非 常 に 多 くのプ ロジ ェク トで 、

 ポ ス トエ デ ィ ッ トも検討 す る とい うこ とで、

 検 討す る割 合 とい えば16%を 超 えて い る と

 思 う。

Q2-1(Nak):高 品質 の翻 訳 とい うこ とか も しれ

 ない が、意 味 が通 る翻 訳 とい うの と、 品格

 の あ る翻訳 とい うの が あ る と思 う。 た とえ

 ば、相 手 会社 の重 役 が読 む とい うときは 、

 や は り品格 の ある、 あ るい は どな たか が仰

 って いた よ うな 「感 性 を揺 さぶ るよ うな」

 翻 訳 が求 め られ る こ とが あ る と思 う。 現 時

 点 で 、翻訳 会 社 の皆様 方 は 、そ うい う要 求

 が あ った ときは 、人 がや るのか? それ と

 も、機械 翻 訳 に なん とか それ を実現 させ よ

 うと思 っ てい るの か? その あ た り、現 在

 と今 後 につ いて、 どの よ うにお 考 えか。

A2-1(Na):ヒ ュー マ ンサイ エ ンスで は、先 ほ ど

 申 した よ うにマ ー ケテ ィン グ系 、そ の 中に

は、手紙や メールの ような人に対 してその

個人の方に訴えかける必要があるよ うな場

合は、機械翻訳 を使 っていない。 これは、

一か ら翻訳者が翻訳す るとい う形 を取って

いる。

Q2-2(Nak):機 械 翻訳 には 、それ を期待 しない の

 か?

A2-2-1(Na):実 際 に試 して はい て、 その 品質 を

 見 る と、「意 外 に良 いな」とい うもの は ある。

 ただ 、現 状 だ と、マ ー ケテ ィン グ翻 訳 とい

 うこ とで、 コス ト削 減 のプ レッシャー が少

 ない の で、そ こに敢 えて機械 翻 訳 を入 れ る

 必要 はない と思 う。

A2-2-2(Mi):プ ラ クテ ィカル に はそ の とお り。

 私 どもで も、品格 が高 い訳 を望む お客 様や 、

 メ ッセ ー ジ性 の 強 い先 ほ どマ ー ケテ ィン グ

 翻 訳 と呼 ん だ分 野 では 、実 際 の ところ、MT

 やPEの 導入 率 は低 い。た だ、それ を活用 し

 て コス ト削減 や 効率 向 上 に使 え る部 分 はか

 な りあ る とは思 っ てい る。 あ と、 実 際の 出

 力 で も、私 自身 も翻 訳者 なの で、 ニ ュー ラ

 ル のMTに か ける と、自分が 思い付 か なか っ

 た よ うなす ご く良 い訳 を出 して くる こ とが、

 あま り多 くはな いが 、た ま にあ る。な ので 、

 そ うい う意 味 で はす で に機械 に頼 っ てい る。

A2-2-3(Mo):私 どもは、 ヒューマ ンサ イエ ンス

 さん と同 じで、機 械翻 訳 を活用 して はい な

 い。 ただ 、従 来 のや り方 で も、人 が翻 訳 し

 た もの をわ ざわ ざ別 の ライ ター さんが 直す

 とい う作業 にな るの で 、それ を考 え た とき

 に、本 当に翻訳 って要 るの か な と近 頃感 じ

 て い る。 要 は 、求 めてい る もの がそ もそ も

 翻 訳 で は ない わ けだ。 だ か ら、 そ こ はひ と

 つ考 えて もよい ところか な と思 う。機 械 翻

 訳 のほ うが、 「な るほ ど」とい う流暢 な翻 訳

 を急 に 出 した りす る。 自分 ではや らな い な
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とい うよ うな 、綺麗 な訳語 をだ す こ とが あ

る。 そ うい う意 味 で は、今 まで マー ケ テ ィ

ン グの翻 訳 は 、 ち ょっ と誤 解 され て い るの

は 、読み や す さ とか正確 性 を重視 す る こ と

に よ って堅 苦 しい 文章 にな って い るの が、

読 み やす い もの にな って い る と喜 ばれ る こ

ともあ る。 実 は もっ と喜 ばれ るの は、そ れ

を無視 して、お客様 にア ピール で き る もの。

これ っ て、 本 当に翻 訳 な のか な と思 うとこ

ろが あ る。

 2)本 報告は、当日の議事録(事 務局管轄)

も参照 させていただいた。

講演会後の交流会の挨拶に耳を傾ける参加者の皆様

会場の質疑応答も含めてパネル討論

7. 記載上の補足説明

 1)質疑応答部分の略称について

 質疑応答部分は略称で記載 させ ていただい

た 。

各略称は以下のよ うになっている(表 示順)。

姓のみの表示 とさせていただく。

Mik:三 笠氏(十 印)

Na:中 山氏(ヒ ュー マ ンサイ エ ンス社)

Ho:本 多氏(ア イ ・デ ィー ・エー株 式 会社)

Mi:三 浦氏(個 人翻訳 者)

Ka:加 藤氏(Memsource)

A:安 達 氏(サ ン フ レア)

Mo:森 口氏(川 村 イ ン ターナ シ ョナル)

An:安 藤氏(ア イ ・デ ィー ・エー株 式 会社)

Nak:長 尾氏(AAMT初 代 会長)
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一
国際 会 議AMTA2018参 加 報 告

               中岩浩巳

名古屋大学情報学研究科/ア ジア太平洋機械翻訳協会(AAMT)会 長

1.は じ め に

 本 稿 で は 、2018年3月 に ア メ リカ ・ボ ス トン に て

開 催 され た 米 州 機 械 翻 訳 協 会(AMTA)主 催 の 第13

回 目の 国 際 会議AMTA2018に 、中岩 が 参加 した の で 、

会 議 の 概 要 、及 び、AAMT課 題 調 査 委 員会 が進 め て い

る機械 翻 訳 の 自動評 価 に 関す る発 表 につ い て述 べ る。

2.発 表 と会議

 AMTA2018はAMTA主 催 で 隔 年 開催 の 会 議 で あ り、

機 械 翻 訳の 研 究 開発(research track)、 機 械 翻 訳 の利

用(user track)に 加 え 、政府 に よ る機 械 翻 訳 プ ロジ ェ

ク ト(government track)に 関 す る発 表 も含 まれ る の

が 本会 議 の 特 徴 で あ る,、今 回 は 、 本 会 議 で 、research

trackが 口頭 発 表15件 及び オー プ ン ソー スNMTの 展

示 が6件 、user trackが 口頭 発 表17件 、 government

trackがfJ頭 発 表16件 及 び パ ネル デ ィス カ ッシ ョン1

件 が行 われ た、、圭た 企 業や研 究機 関 な どに よ る展 示会 で

あ るテ ク ノ ロジー シ ョー ケ ー ス には 、15件 の展 示 と10

件 の 口頭発 表(AAMTは 展 示 と口頭 発 表 両方)が 行 わ

れ た、、 また 、全 体 セ ッシ ョン と して 、基 調 講 演5件 、

パ ネル デ ィスカ ッシ ョン1件 が 行 われ た ,参 加 者数 は

本 会議175名 、チ ュー トリア ル89名 、ワー クシ ョ ップ

40名 で あ り、 欧州 を中 心 に 米国 以 外か らの 参加 者 も意

外 と多 か った(4割 弱)が 印象 的 で あ った1、以 降 、基 調

講 演 を 中心 に1{だ った 発表 につ い て概 説 す る。

 Linden大 学 のArianna Bisazzaに よ る 基 調 講 演

"U
nveiling the Linguistic Weaknesses of Neural

MT"で は 、 SMTの 技術(語 順 並 び 替 えな ど)を 紹 介 し

な が らNMTに 言 語 構 造 な どの 言 語的 特 徴 を扱 うこ と

の 有 効 性 を 示 し 、 現 在 主 流 のRNNで は な く

Convolutional NNやFull Attention Networkが 主 語

と動 詞 の 一致 に 効 果 が あ る こ とが紹 介 され た。

 GoogleのMacduff Hughesに よ る 基 調 講 演

"M
achine Translation Beyond the Sentence"で は 、

NMTの 性 能 は 英 仏 、 英 西 で は ほ ぼ 人 間 と同 じ レベ ル

に達 成 して い る が これ は1つ の マ イ ル ス トー ンで あ り

最 終 目標 で は な い こ と、genderが な い言 語 か らあ る言

語 へ の翻 訳 に お い て 区 別 が 困 難 で あ る こ と 、NMTは

マ イ ナー 言 語 にお い て特 に イ ン パ ク トが 大 き い こ と、

今 後 は1文 を超 え た 処理 が 必要 で あ る こ とな どが 紹 介

され た。

 IARPAの Carl Rubino に よ る 基 調 講 演

"MATERIAL
, designing an MT Program for IARPA"

で は 、 多 言語 へ の拡 張 が容 易 な 言語 非 依 存 の翻 訳 シ ス

テ ムMATERIALに つ い て の紹 介 が あ っ た. IARPAの

様 々 な 口的 で活 用(機 械 翻 訳 に加 え 、 言語 横 断 情 報 検

索 、 言語 横 断 要約 、 音声 翻 訳 等)さ れ てお り、特 に言

語 資 源 の 少 な い言 語 へ の拡 張 を考 慮 した シ ス テ ム に な

って い る との こ とで あ った 。

 パ ネル デ ィ ス カ ッ シ ョン"Deploying Open Source

Neural Machine IYanslation(NMT)toolkits in the

Enterprise"で は オ ー プ ン ソー スNMTを 開 発 して い

るSytran, Google, Microsoft, Amazonの 各担 当者 か

ら各 社 の シ ステ ム の 紹 介 が 行 わ れ た の ち、 会 場 を交 え

た 質 疑応 答 及 び 議 論 が 行 わ れ た 。 オ ー プ ン ソー ス にす

る メ リッ トは 外 か らの フ ィー ドバ ッ クが 得 られ 最 新 の

技術 が 反 映 で きる こ と、 エ ン ター プ ライ ズで の 実 装 の

ベ ス トプ ラ クテ ィス 、 今 後 の 展 開 に つ い て はSMTに

お け るMoses同 様 に 、オー プ ン ソー スNMTが 技 術 を

深化 させ る の で は な い か 等 の議 論 が な され た。
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 MicrosoftのGlen Poorに よ る基 調 講 演"Use more

Machine Translation and Keep Yc)ur Customers

Happy"で は 、MicrosoftOfficeの 多 言 語化 にMicrosoft

Translatorを 活 用 して い る こ と、そ の 過 程 で機 械 翻 訳

の 活用 に 関 す る 工 夫(MT出 力 を 活 用 で き る品 質 の 閾

値 設 定や 訳 の リサ イ クル 等)な どが紹 介 され た。

 Harvard大 学 のAlexander(Sasha)Rushに よ る基

調 講演m)wards Easier Machine Translation"で は 、

NMTの 歴 史 を紹 介 した の ち に 、 NMTの メ リ ッ ト(学

習 の容 易 さや イ ン プ リメ ン トの容 易 さ な ど)を 示 し、

計 算 量 の多 さを解 消 す る工 夫(NMT on the Edge;モ バ

イ ル デ バ イ スで も動 く)や 、LSTMの 状 態 を可 視 化 す

る ツー ル 等 を紹 介 した 。

 テ ク ノ ロ ジー シ ョー ケ ー スで は 、AAMT課 題 調 査 委

員 会 で 検 討 を続 けて きたAAMTテ ス トセ ッ トに基 づ

き機 械 翻 訳 出 力 を文 法 的 特 徴 別 に 自動 評 価 す る技 術 と 、

そ れ を 可 視 化 して提 示 す る英 語版 ウェ ブ イ ン ター フ ェ

ー スを 紹 介 した
。 この 展 示 で は 、MTの 自動 評 価 の 研

究 を 行 っ て い る 多 くの 方 々 が ブ ー スに 来 られ 、 積極 的

な 議 論 をす る こ とが 出 来 た。 特 に 、我 々 と同様 の ア プ

ロー チ を とっ て い る 独DFKIICSAの 方 か らは 、是 非 今

後 情 報 交 換 を させ て ほ しい との 要 望 を い た だ い た。

NMT主 流 とな っ た 今 、 標 準 的 な 自動 評 価 法 で あ る

BLEUは 人 間 評 価 との 相 関 が 低 い こ と が様 々 な 場 で

報 告 され て い る タイ ミン グ で もあ り、我 々 の研 究 も含

め 、評 価 法 に 関す る研 究 に 、以 前 よ り注 目を集 め て い

る 印象 を受 け た。

 上記 以 外 に も 、本 会 議 の一 般 講 演 や 、 ワー ク シ ョ ッ

プ"Translation Quality Estimation and Automatic

Post-Editing"に も参 加 した。 これ らAMTA2018の 発

表 内容 に関 して はAMTA2018の ウェ ブサ イ トに プ ロ

シー デ ィ ン グ スや ス ライ ドの ほ とん どが掲 載 され て い

る の で 、そ れ を ご覧 いた だ き たい[1】。

3.お わ りに

AMTAは 、 EAMTやMTSummitと 同様 に 、機 械 翻

訳の研究開発者と利用者、また、政府関係者が集い、

それぞれの側面からの最新の成果を共有 ・意見交換で

きる貴重な場である。進歩の激 しいNMT技 術の活用

面での最先端動向を把握するためには、欧州機械翻訳

協会が開催するEAMTと 併せて、継続的に参加する

必要があることを痛感 した。またAAMTは アジア太

平洋地域の機械翻訳の団体であるが、AMTAやEAMT

のように、独 自の国際会議 を持たない。AAMTが 真の

アジア太平洋地域の協会となるためには、AAMTと い

う国際会議もしくはシンポジウムの開催を具体化 し、

アジア太平洋地区の活動を広くアピールする場を設け

るべきことを再確認 させ られた。
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一
           2017年 度JTF第6回 翻 訳 セ ミナ ー報 告

   目次 由 美 子

XTM International Ltd.

2017年 度JTF第6回 翻 訳 セ ミナ ー 報 告

日時:2018年3月8日(木)14:00～16:40

開 催 場 所:剛 堂 会 館

テー マ:ニ ュー ラル 翻 訳(NMT)の 実 体 とそ の周 囲 の

実態 に迫 る ～NMTと の 良 い 関 係 の 確 立 を～

登壇 者:

内 山 将 長 国 立研 究 開発 法 人 情 報 通 信 研 究 機 構

研 究 マ ネー ジ ャー

{笠 綱 郎 株 式 会 社 十 印 品質 管 理 ・MT戦 略 部 マ ネ

ー ン ヤー

隅 田 英 ・郎 国 立研 究 開 発法 人 情 報通 信 研 究 機 構

フ ェ ロー 、JTF理 事

※ 本 稿 は 、日本翻 訳 連 盟 が 発 行 す る 『日本 翻 訳 ジ ャー

ナル 』(Web版)に も同 時 掲 載 い た だ い て い ま す、,

約130名 の 参 加 者 で 温 れ ん ば か りの 会 場 に て 、 隅 田氏

の イ ン トロ ダ ク シ ョンに よ って セ ミナ ー が 開 始 され た。

機 械 翻 訳 は過 去 に は使 えな い と言 わ れ た こ と もあ り、

崖 を登 っ ては 転 げ 落 ち る とい うこ とを約60年 間 に わ

た っ て繰 り返 して 来 た そ うだ。 しか しな が ら、峠 は越

えた と認 識 して お り、 そ の確 た る と ころ を紹 介 した い

と隅 田氏 は 力 強 く語 られ た。 そ して 、質 疑応 答 を 中心

に本 セ ミナ ー を進 め た い と、 参加 者 の積 極 的 な発 言 を

促 した。

 「NMTの 利 用 方 法 」 とい うス ライ ドが 映 し出 され 、

内 山 氏 の セ ッシ ョン が始 め られ た。自動 翻 訳 サ イ ト「み

ん な の 自動翻 訳」は2014年 頃 か ら製作 し、公 開 して い

るそ うだV当 初 は統 計 的 翻 訳(Statistical Machine

Translation:SMT)で あ っ たが 、昨 年 度 か らニ ュー ラル

翻 訳(Neural Machine Translation:NMT)も 利 用 可能 に

な った 。 登 録 に も利 用 に も費 用 は 発 生 しな い.こ の サ

イ トで 自動 翻 訳 を利 用 す るに は 、 複 数 の 方 法 が あ る。

 1.テ キ ス トを 入力 して 翻 訳 を実 行 す る「

 2.MS Word文 書 な どの フ ァ イル や 、 Webペ ー ジ の

   URLを 指 定 して翻 訳 を 実行 す る、、

読 み 込 まれ た 文書 は フ ォル ダ に格 納 され 、左 列 にセ グ

メ ン ト化 され た 原 文 、 右 列 に 自動 翻 訳 に よ って 生 成 さ

れ た 訳 文 が 対 訳 テ ー ブ ル と して 表 示 され る、 い わ ゆ る

「翻 訳 支 援 ツー ル 」 の機 能 を統 合 的 に 利 用 で き る。 翻

訳 メモ リ(Translation Memory:TM)や 用 語 集 を活 用 で

き、 対 訳 の 登 録 も可 能 。Word文 書 な どの 場 合 は

WYSIWYGモ ー ドと して別 ウ ィ ン ドウに 表 示 して の

編 集 も可 能.

 自動 翻 訳 につ い て は カ ス タマ イ ズ も可 能 で あ り、 翻

訳 前 に 原 文 を書 き換 え る、翻 訳 後 に 訳 文 を 書 き換 え る 、

TMを 利 用 した 完 全 一 致翻 訳 、 訳語 の指 定 な どが 設 定

で き る。 著 名 な 翻 訳 支援 ツー ル の み で な くWebAPIも

利 用 可 能 で あ り、 連 携 の 幅 広 さ も伺 え る。 平 均 して1

日100人 以 上 の ロ グイ ン を確 認 して お り、 近 い 将 来 に

翻 訳 速 度 の 高 速 化 が 予 定 され て い る。

 さ らに 、内 山氏 は 「NMTの 技 術 解 説 」を続 け 、 NMT

とは コー パ ス に 基 づ く 自動翻 訳 技 術(コ ー パ ス ベ ー ス

MT)の 最 新 パ ラ ダイ ム で あ る と説 明 した 。コー パ ス ベ

ー スMTを 構 成 す る 要 素 と して
、1.ア ル ゴ リズ ム とハ

ー ドウェ ア
、2.対 訳 コー パ ス 、3.評 価 を挙 げた 。

1.ア ル ゴ リズ ム とハ ー ドウェ ア に つ い て は 、以 下 の 表

が 示 され た。
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アル ゴ リズ ム

ハ ー ドウエ ア

1980年 代

EBMT

CPU

2016年 ま で

SMT

CPU

い ま

NMT

GPU

*EBMT=Examp且e-based Machine Translation
、 用 例 ベ ー ス 機 械 翻 訳

 NMTで は 従 来 の約1000倍 の 計 算 量 が必 要 で あ る た

め 、計 算 処 理 能 力 は き わ め て優 れ て い る が 高額 なGPU

が 必 要 と され る そ うだ。

 2.対 訳 コー パ ス に つ い て は 、異 な る言 語 で 同 一 の 意

味 を 有す る文 章 の組 か ら成 るデ ー タベ ー ス で あ る との

こ と。

 3.評 価 に つ い て は 、人 間 が どの よ うに感 じる か とい

う観 点 か らMTの 良 さ が評 価 され て き た そ うだ。

 コー パ スベ ー スMTはEBMTか らSMTへ 、 さ らに

NMTへ と新 しい アル ゴ リズ ム が変 遷 を遂 げ る な か 、翻

訳 精 度 は 右 肩 上 が りの 向上 を続 けて い る。 コー パ ス が

大 き い(例:100万 文 を超 え る)と き 、SMTに 比 較 し

てNMTは き わ め て 高精 度 で あ る と も指摘 され た。

 さ らに 、NMTがSMTよ り も優 位 で あ る 例 と して 、

SMTの 語 順 変換 を説 明 して くれ た。 SMTで は翻 訳 精

度 を上 げ るた め、「語 順 変 換 」(1.文 を フ レー ズ に分 割 、

2.フ レー ズ の順 番 を 変 更 、3.フ レー ズ を翻 訳)と い う手

法 が 採 択 され て きた 。 結 果 と して 、 言 語 対 の 構 造 が異

な る場 合 で は 良好 な結 果 を得 る こ と は困 難 だ った が、

NMTで は 自然 な語 順 を生 成 す る こ とが 可能 との こ と。

 NMTの 良 い点 と して は 、流 暢 な訳 文 生 成 が 可 能 で あ

る こ と と個 別 分 野 へ の 適 用 が 容 易 で あ る こ と、 悪 い点

と して は 、単語 の脱 落 が発 生す る こ と とGPUの 需 要 が

指 摘 され た。結 論 と して 、NMTの 改 善 に よ って 翻 訳 の

高 精 度 化 を達 成 す る こ とが 最 善 と考 え られ て い る。

 今 後 の コー パ ス ベ ー スMTの 改 善 につ い て 、ア ル ゴ

リズ ムや ハ ー ドウ ェア は研 究 者 ・開 発 者 が 業 務 の 一 環

と して 改 善 す べ きで あ る と しな が ら も、 汎 用 コー パ ス

を よ り多 く持 つ こ とに よ るベ ー ス 精 度 の 確 保 、 分 野 を

特 化 した コー パ ス に よ る汎 用NMTに 対 す る 訓練(ア

ダプ テ ー シ ョン)、用 語 集 の 活 用 や 前 ・後 処 理 に よ るカ

ス タマ イ ズ の 重 要 性 が 指摘 され た。

 三 笠 氏 は 、英 日翻 訳 の 品質 評 価 に対 す る取 り組 み を

紹 介 した 。1つ はWeb上 で公 開 され て い るマ ー ケテ ィ

ン グ系 の コ ンテ ン ツ を対 象 に 、 も う1つ は 技 術 系 コ ン

テ ン ツ を対 象 に して 、NMTと 人 間翻 訳(Human

Translation:HT)を 比 較 して い る。 NMTに はGoogle

NMTとNICTニ ュ ー ラ ル を使 用 し、 HTに はWeb公 開

テ キス トと実在 す る某 翻 訳 者 に よ る翻 訳 を 示 した。

 自 ら もIT系 翻 訳 者 と して 活 躍 して きた 三笠 氏 は 、機

械 翻 訳 に は 本 当 の翻 訳 は で きな い と言 い続 け る の で は

な く、 な か な かや る じゃ な い か!と い う と ころ を 見 て

欲 しい と言 及 した。

 マ ー ケ テ ィン グ 系 コン テ ン ツ の テ キ ス トに は 「The

ultimate laptop」 とい う一 例 が あ り、 これ は経 験 豊 富 な

翻 訳 者 に とっ て も良 い訳 を提 供 す る難 易度 は高 い よ う

に 思 われ る。NMTの 訳 出 は 「究 極 の ラ ップ トップ 」 と

「究極 の ノー トパ ソ コン 」 で あ り、HTで は 「想 像 力

を 刺激 す るハ イ パ フ ォ ー マ ン スPC」 と 「究極 の ノー ト

PC」 で あ っ た。 三笠 氏 か らは 、 HTで この よ うな訳 を

捻 出す る に は長 時 間 を 要 す るがMTの 訳 出 は秒 単位 で

実行 され る 、広 告 訳 に対 す る経 費 と して包 括 的 に考 慮

す る とMTを 活 用 す る とい う選 択 肢 も 見い だ せ るの で

は な い か とい う指 摘 が あ っ た。

 技 術 系 コ ンテ ン ツ で は 、約5000ワ ー ドの オ ン ライ ン

ヘ ル プ を翻 訳 対 象 と して い た。10年 以 上の 翻 訳 歴 を有

す る4名 の 上級 翻 訳 者 がHTま た は ポ ス トエ デ ィ ッ ト

(PE、 MTが 生 成 した 訳 に対 す る 人手 に よる 事 後編 集)

をす る に際 の生 産 性 を1時 間 あ た りの作 業 ワー ド数 と

して算 出 した との こ と。PEに はHTと 同等 レベ ル の 品

質 を求 め 、急 が せ ず 、翻 訳 支援 ツ ール は使 用 せ ず 、TM、

用 語 集 、 ス タイ ル ガ イ ドも提 供 しな か っ た との こ と。

MTはGNMTとNICTのNMTを 利 用 した。

 翻 訳 ス ピー ドは 、 いず れ の翻 訳 者 に もHTよ りPE
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が 速 い とい う結 果 で あ っ た。

 三 笠 氏 か らは 、翻 訳 業 界 で は これ ま でPEが 翻 訳 単

価 を切 り下 げ る手段 か の よ うに捉 え られ て き た側 面 が

あ るが 、 実 際 の 生 産性 向 上 の 効果 を 見極 め て き っ ち り

と した 仕 組 み を 作 る必 要 が あ るの で は な い か と言 及 さ

れ た。 会 場 か ら原 文 を理 解 しな い 人 にPEが で き る将

来 が来 るか との 質 問 が発 され る と、 通 常 の翻 訳 プ ロセ

ス にお け る専 門 家 レ ビ ュー(Subject Matter Expert:

SME)をPEと して組 み 込 む こ との可 能 性 に話 が 及 ん

だ。 た だ 、 コ ス ト面 も含 め て 有 効性 を 慎 重 に検 討 す る

必 要 が あ るだ ろ うとの こ とだ った。

 当 日の セ ミナ ー 最 後 の トピ ッ ク と して 、 隅 田 氏 が 再

登 壇 し、 「翻 訳 バ ン ク」の概 要 を説 明 して くれ た。 これ

は 、 どん な文 で も高 精 度 に 翻 訳 す るシ ス テ ム を み ん な

で作 る方 法 との こ と。 以 下 の 形 式 の 日 ・英 、 英 ・日の

翻 訳 デ ー タの 提 供 を広 く募 っ て い る。

 A.翻 訳 メモ リ、B.テ キ ス ト、 C. Word(一 段 組 図 表

な し)、D. Excel、 E.そ の 他(応 相 談)

 Webサ イ ト 「み ん なの 自動 翻 訳 」 に は、 対 訳 集 の 登

録 を受 け付 け るペ ー ジが 用 意 され て い る。 ま た 、情 報

提 供 者 と してNICTと 二者 間契 約 を締 結 す る こ とも可

能 。 さ らに 、 自動 翻 訳 技 術 の ライ セ ンス 料 算 定 時 に提

供 翻 訳 デ ー タ を考 慮 す る こ と も可 能 との こ と。 機 密 保

持 契 約 や 著 作 権 な どに 対 す る不 安 の 声 を聞 く こ と もあ

る が 、公 知 の 翻 訳 テ キス トをNICTへ 提 供 す る こ と は

問 題 に該 当 しな い とい う説 明 もあ った。 詳 しくは 、

-h血1を 参 照 され た い 。

 日本中からの寄付によって建立された奈良の大仏様

のように、オールジャパンで世界一の自動翻訳を作ろ

う!と 力説されていた。
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            日本 語 オ ノマ トペ 共 起 表 現 レキ シ コ ン

    首藤 公 昭

日本語 処理研 究工房 ことばの森

    http:〃j efi.info

は じめに

 オ ノマ トペ(擬 音 語,擬 態 語)の 豊 富 さ は 日本 語

の 特 徴 の 一 つ で あ り,日 本 語 を母 国 語 とす る人 に と

って 有 用 ・不 可欠 な語 彙 資 源 で あ る が,従 来 の 機 械

翻 訳 等 に お け る 日本語 処理(NLP)で は 十 分 な 対 応

が な され て い な い.近 年,微 妙 か つ 繊 細 な 人 の 感 覚

を 端 的 に 表 現 す るオ ノ マ トペ の 重 要 性 が 注 目 され

て お り,特 定 領 域 文 書 に 出 現 す るオ ノマ トペ を 調

査 ・抽 出 す る研 究[ll【2】をは じめ,オ ノマ トペ の 意

味 に 関 す る研 究[3][4],コ ー パ ス か らオ ノマ トペ と

他 語 の 共 起 を調 べ る 研 究[5】[6],出 現 オ ノマ トペ を

手 掛 か りに文 書 の 種 別 判 定 をす る研 究[7]等 々,種 々

の研 究 が 報 告 され て い る.し か し、機 械 処 理 用 の

オ ノマ トペ ・コ ロケ ー シ ョン 辞 書 を 開 発 した報 告 は

筆 者 の知 る限 り見 られ ない よ うで あ る.本 稿 で は,

筆 者 が 開 発 した 機 械 処 理 用 の 日本 語 オ ノマ トペ 共

起 表 現 レキ シ コ ンJMWEL _onomatopoeic v2.9(以

降 、本 レキ シ コ ン と記 す)の 概 要 を紹 介 す る.

本 レキ シ コ ン の主 な特 徴 は,

1. オ ノマ トペ と他語 の 共 起 表 現 中 に ギ ャ ップ(内

  部修 飾 句)が 存 在 す る可 能性 を 記 載 して い る

2. オ ノマ トペ(単 体),オ ノマ トペ 共 起 表 現 中 の

  語 彙 に漢 字 ・片仮 名 異 表記 を 与 えて い る

3. オ ノマ トペ の 連 体,連 用,動 詞 化 用 法 を体 系化

  して 記載 して い る 事 で あ る.

 今 世 紀 に 入 り,日 常 の 言 語 に は コ ロケ ー シ ョン,

決 ま り文 句,慣 用 表 現 等 の 定 型 表 現 が 予 想 外 に 多

種,多 量 に使 わ れ て い る こ とが重 視 され る よ うに な

り,NLP分 野 で は 複 単 語 表 現(Multiword Expression,

MWE[8】[16]),言 語 学 で は 定 型 言 語(Formulaic

Language[9]),単 語 連 鎖(Lexical Bundles[10】),構

文 文 法(Construction Grammar【11])な どの 枠 組 み で

種 々 の研 究 が行 われ る に 至 っ て い る.

 当 工房 で は,こ の 種 の 日本 語 複 単 語 表 現 の総 括 的

な レ キ シ コ ンJMWEL (Japanese MultiWord

Expression Lexicon)の 開 発 を進 め て き た[12][13].

本 レキ シ コ ン はそ の 一 部 を なす もの で あ る.

収録表現

本 レキ シ コ ンの 見 出 しは,

(1)オ ノマ トペ(単 体)約2,900種

(2)オ ノマ トペ と他 語 が 共 起 した 日常 よ く現れ る句

(オ ノマ トペ ・コ ロケ ー シ ョン,以 後,オ ノマ トペ

共起 表現 と記 す)約31,000種 で あ り, 「悠 々」,

 「懇 々 」,「 生 き生 き」 の よ うな漢 語 由 来,漢 字

 表 記 可能 な もの,「 オ ヤ ッ」の よ うな感 動詞 に 分

 類 し得 る もの を 含 め,新 聞,雑 誌 等 の 記 事,小 説,

 テ レ ビ,ラ ジ オの 放 送 文 か ら内 省 に よっ て抽 出 し

 た もの を基 本 に,既 存 の 不 特 定 の 辞 典[14][15]

 な どを使 っ て 補 強 した もの で あ る.方 言,古 語や

 近 年 殆 ど使 われ な くな っ た もの,特 定 年齢 層 で の

 み 使 われ る もの は 除 外 され て い る,

(注,(1)は複単語ではないが少数なので現在は便宜 上,本

レキシコンに含 めている.)

記載情報

 本 レキ シ コ ン は,Microsoft Excelで 作成 したxls

フ ァ イル に纏 め られ てお り,1行 に割 り当 て た1個

の 見 出 しに 対 して,A～ 麗欄 に以 下 の情 報 を記 載 し

て い る.

A欄 一一一オ ノマ トベ

見 出 し表 現 中 に使 用 され て い る オ ノマ トペ を 片 仮
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名表記で与える.オ ノマ トペからその共起表現を検

索す る際の指標 として利用できる.

B欄 一一一見 出 し

オ ノマ トペ(単 体),オ ノマ トペ 共 起 表 現 と もに 平

仮 名 ベ タ書 きで 見出 しを 与 え る.同 音 異 義,同 音 異

機 能 オ ノマ トペ は 原 則 と して別 見 出 し とす る.例 え

ば,「 ぱ らぱ ら」 は擬 音 と擬 態 で別 見 出 し,「 こん こ

ん」で は,擬 音 とは別 に擬 態 の 多 義 で も別 見 出 しと

す る.

C欄 … 分 か ち 書 き

オ ノマ トペ 共 起 表 現 に 対 し,そ の 分 か ち書 き を平 仮

名表 記 上 に ハイ フ ン 「一」 で 与 え る.分 か ち 書 き単

位 は,単 語,接 頭 語,接 尾 語,接 頭 造 語 要 素,接 尾

造語 要素 と し,活 用 語 尾 は形 容 動 詞 語 尾 「な」,「に」,

「た る」,「 と」以 外 は切 り離 して い な い.造 語 要 素

は 多 くの場 合 音 読 み の 一漢字 で あ り,例 えば 、 「緊

張 ・感 」 の 「感 」 は接 尾 造 語 要 素 で あ る.複 合 語 は

基本 的 に ア ン ダー ス コア 「 」 で切 り離 して い る.

D欄 一一一異 表 記

オ ノマ トペ(単 体),オ ノマ トペ 共 起 表 現 に 対 して,

漢字,カ タカ ナ な ど,異 表 記 可能 な 部 分 に は,C欄

の分 か ち書 き の上 で,一 種 の正 規 表 現 に よ って 選 択

肢 を 与 え る.例 え ば,「 ポ ッチ ャ リーと一し一た一(身)体_

付 き」 とい う記 載 は 「ポ ッチ ャ リーと一し一た 身 体 付

き」,「ポ ッチ ャ リーと一し一た一体 付 き」 の2つ の 可 能

性,「 満(満1々)一た る一自信 」 は,「 満 満 一た る一自信 」,

「満 々一た る一自信 」 の2つ の 可 能 性 を表 す .ハ イ フ

ンや ア ン ダー ス コア で 区 切 られ たC,D欄 の 記 載 か

ら種 々の 表 記 を簡 単 に 生 成 で き る,例 え ば,C欄 の

「か らだ _っ き 」とD欄 か ら得 られ た 「身 体 付 き」,

「体 _付 き 」 か ら 「か らだ つ き」,「身 体 っ き」,「身

体 付 き」,「か らだ 付 き 」,「体 付 き」、 「体 つ き」 の6

通 りの 表 記 が 得 られ る.

E欄 … 構 文 的機 能

採 録 して い る オ ノマ トペ(単 体)は,構 文 ・形 態 上

の機 能 に よ り,

1単 純 オ ノマ トペ

2連 用 オ ノマ トペ(副 詞 的 オ ノマ トペ)

3接 頭 オ ノマ トペ

4接 尾 オ ノマ トペ

5名 詞 性 オ ノマ トペ

に分 類 され る.

1は,格 助 詞 「と」 を後 接 して 連 用 修 飾機 能 を持 つ

もの で あ る. (注,本 レキシ コンでは,「 ころっ と」な

どの 「と」を格助詞 とみ な している.)末 尾 促 音 型 オ ノ

マ トペ の 殆 どは1に 分 類 され る.

2は,そ の ま ま で も 「と」 を後 接 して も連 用 修 飾機

能 を 持 つ もの,3,4は,他 語 に連 接 して 造 語 す る機

能 を 持 つ もの で あ る.表1に 本 レキ シ コ ン にお け る

1～5の 分 布 と例 を示 す.E欄 には,表1の 記 号 が

記 載 され て い る.1,2の 機 能 は後 述 す るH欄 の 情 報

で 詳 細 化 され る.い っ ぽ う,採 録 して い る オ ノマ ト

ペ 共 起 表 現 に は ,

i 名詞 句

h

血

.W

V

.W

面

動詞句

形容詞句

形容動詞(語 幹)句

連用修飾句

連体修飾句

名詞文形式

が 有 る,表2に 本 レキ シ コ ン にお け るi～ 面 の 分 布

と表 現 例 を 示 す.オ ノマ トペ 共 起 表 現 のE欄 には

表2の 記 号 が 記載 され て い る.

F欄 … 構 文 構 造 と ギ ャ ップ の 可 能 性 表 示

オ ノマ トペ 共 起表 現 に 対 してC欄 の ハ イ フ ンに よ

る 分 か ち 書 き に基 づ き,係 り受 け構 造 を修 飾 子,被

修 飾 子 の 対 を カ ッコ 【】で 括 っ て記 載 す る.す な わ

ち,句 αの 主 辞 が 句6の 主 辞 を修 飾 して 出来 た句a6

の構 造 記 述 をa,Bの 構 造 記 述a, bを 使 っ て[ab】と
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記 載 す る.

要 素 単 語 の 構 造 記 述 は,以 下 の 通 りとす る.

・単 純 ,連 用,名 詞 性 オ ノマ トペ:0

・接 頭 オ ノマ トペ:Op

・接 尾 オ ノ マ トペ:Os

・接 頭 語:P

・接 尾 語:S

・接 頭 造 語 要 素:Q

・接 尾 造 語 要 素:R

・名 詞:N

・動 詞:V(未 然 形V11
,Vl2,連 用 形V22,V23,終 止

 形V30,連 体 形V40,仮 定 形V50,命 令 形V60)

・形 容 詞:A(未 然 形Al3
,連 用 形A22, A23,終 止

 形A30,連 体 形A40,仮 定 形A50,命 令 形A60)

・形 容動 詞(語 幹);KOO

・副詞:D

・連 体 詞:T

・接 続 詞:C

・機 能 語 及 び 機 能 性 自立 語:活 用 形 も含 め 英 小 文 字

ロー マ 字 綴 り

文 節 内の 語 接 続 も便 宜 上,左2分 岐句 構 造 とみ な し

て 同様 の 記 述 を行 って い る.

例 え ば,オ ノマ トペ 共 起 表 現 「ク ン ク ン ・と・犬 一が・

鳴 く」 の 構 造 記 述 は 「ク ン ク ン」=オ ノマ トペ0,

「と」=格 助 詞to ,「 犬 」=名 詞N,「 がJe格 助

詞ga,「 鳴 く」=動 詞 終止 形V30で あ る こ とか ら,

[【Oto】★[【*Nga】*V30】】 と記 載 す る.図1に そ の意

味 す る構 文 木 と係 り受 け構 造 を示 す.(注,こ の表現

に対 す る2018104119に お け るGoogl*の 英訳 結果 はn

Cunkand dogs cry"で あった.)

この例 の 如 くF欄 の構 造 記述 内 に は適 所 に ア ス テ リ

ス ク 「*」が 含 まれ てお り,そ の 位 置 に直 後 の 句 の

主辞 に対 す る修 飾 句 が 入 り得 る こ とを 意 味す る.従

っ て,図1の 構 造 記 述[[Oto]*[[*Nga]*V30]】 は,「 ク

ンク ンーと一朝一か ら一迦 一犬一が一寂 し一そ う一に一鳴 く」

の よ うな拡 大表 現 の 可能 性 を示 して い る.図2に こ

の模 様 を示 す,(注,こ の拡 張表 現に対する2018104119

にお けるGoogl*の 英訳結果 は,定℃unngun and morning

next dog crying lonesome"で あった.)

JMWELの こ の よ うな ギ ャ ップ 付 き構 造 記 述 は 定

形 表 現 が部 分 的 に持 ち得 る柔 軟 性 を構 文 ・意 味 解 析

機 に反 映 させ る た め には 非 常 に重 要 で あ る.

G欄 … 後 方 文 脈 条 件

オ ノマ トペ(単 体),オ ノマ トペ 共起 表 現 に 対 し,

文 末 側 に 呼 応 す る語 句 が あ る場 合 に そ の 情 報 を与

え る.例 え ば,「 オ チ オ チ と」 に対 して は,文 末 側

に否 定句 が要 求 され る こ とをくnegation>と 記 す.

H欄 一一一連 体 化,連 用 化,動 詞 化 情 報

オ ノマ トペ(単 体)に 対 し,E欄 の構 文機 能 情 報 を

詳 細 化 して 与 え る.オ ノマ トペ を連 体修 飾,連 用 修

飾 に使 用 す る場 合 と動 詞 化 して 使 用 す る場 合 に 必

要 と な る後 接 語 句 を以 下 の よ うに整 理 した.

・連 体 修 飾:「 な 」 , 「のJ, 「た る」

・連 用修 飾:「 に 」 , 「と」, 「e」

・動詞 化:rす る 」 , 「に な る」, 「とす る」

Eは 空 列 を表 し,オ ノマ トペ が 後 接 語 句 な しで連 用

修 飾 で き る事 を表 す.

例 え ば,「 フ ラ フ ラ 」 は,「 フ ラフ ラの(姿)」 で連

体修 飾 「ふ らふ ら と(歩 く)」,「 ふ らふ ら(歩 く)」

で連 用 修 飾,「 ふ らふ らす る」,「フ ラ フ ラ に な る」,

「ふ らふ ら とす る」 と動 詞 化 す る こ と,「 ふ っ」 の

場 合 は,「 ふ っ と(気 が 付 く)」 で 連 用修 飾 す る以 外

に は考 え に く い こ とを,そ れ ぞ れ,後 接 す る語 句 集

合 の ト リプ ル に よ っ て{no}一{to,ε}・{suru, ninaru,

tosuru}, Φ・{to}・Φ と記 載 す る.Φ は空 集 合 を表

す.ト リプ ル の パ タ ン は約100種 で あ る.

1欄 一一一擬 音,擬 態 の 別

オ ノマ トペ(単 体)に 対 し,擬 音,擬 態 の別 を 「音」,

「態 」 と記 載 す る.

おわ りに

29



 「コ ロ コ ロ と音 がす る」,「コ ロ コ ロ転 が る」,「話

が コ ロ コ ロ変 わ る」,「目が コ ロ コ ロ と痛 い 」,「コ ロ

コ ロ と笑 う」 な どの 共 起表 現 に よっ て 「コ ロ コロ 」

の多 義 が 低 減 され る よ うに,自 然 語 文 に お け る語 の

意 味 は他 語 との 共 起 に よ っ て 相 補 的 に 定 ま る.従

っ て,語 の共 起 を如 何 に 捉 え るか がNLPに お け る

基本 課 題 とな るが,筆 者 は1960年 代 に 始 め た 日

英機 械 翻 訳 の研 究 を通 して,語 の 共 起 を語 類,意 味

属性 レベ ル でル ー ル 化 す る事 の 現 実 的 な 難 しさ,お

よび,語 の 共 起 を表 層 レベ ル で辞 書化 してお くこ と

の 重 要 性 を 認 識 し 、 大 規 模 フ レー ズ レ キ シ コ ン

JMWELの 内 省 に よ る 開 発 を 開 始 し た.現

在,JMWELは 見 出 し数 が10万 件(異 な り)を 超 え,

プ ロ トタイ プ と して 一 定 の レベ ル に 近 づ い た と判

断 し,研 究 用 、商 用 に 公 開 して い る 【13】.(注、2018

年3月,言 語処理 学会,言 語資源協会(GSK)よ り2018言

語資源賞を受賞[17].)

 本 稿 で 紹 介 した オ ノマ トペ 共 起 表 現 レキ シ コ ン

はJMWELの サ ブ レキ シ コ ンで あ り、言 語 資源 協 会

か らも研 究 用 と して 公 開 予 定 で あ る.

 本 レキ シ コ ンが 今 後 の機 械 翻 訳,日 本 語 処 理,日

本 語 教 育 ・研 究 の 発 展 に役 立 つ こ とを期 待 した い.
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          表1 採 録 し た オ ノ マ トペ の 分 布 と 例

Table l Morpho-syntactic categories, sizes and examples ofonomatopoeias in the lexicon

種別

単純オノマトペ

連用オノマトペ

接頭オノマトペ

接尾オノマトペ

名詞性オノマトペ

記号

0

AdvO

Op

os

NPO

計

見出し数

1,576

i,iss

140

30

25

2,926

例

ツル リ,ホ ワッ,ド ッカ ー ン,グ ネ ッ,ピ ュー ン,ゴ ロリ,ヒ ヤ ッ,ド ブ ン

ドソカ リ,フ ラフ ラ,ミ ッチ リ,フ ワフ ワ,チ ャ リチ ャ リ,ゴ リゴ リ

ドタ,ジ リ,グ ラ,ゴ タ,ソ ヨ,ビ リ

タップ リ,タ ラタラ,モ リモ リ,ピ カ

ブ ツブ ツ,コ リコ リ,ブ リブ リ,デ コボ コ

         表2 採 録 した オ ノ マ トペ 共 起 表 現 の 分 布 と 例

Table 2 Syntactic categories, sizes and examples ofonomatopoeic expressions in the lexicon

種別

名詞句

動詞句

形容詞句

形容動詞(語 幹)句

連用修飾句

連体修飾句

名詞文形式

記号

NP

VP

AP

AVP

AdvP

AdnP

NPS

計

見出し数

3,649

20,930

373

183

3,708

z,iso

13

31,036

表現例

サ ッパ リーと一し一た一性 格,カ リ%一と一レ た一ロー当り,ホ クホクーし一た一食 感,

      サラサ ラーし一た一肌 触 り,ギ リギリーの一妥 協

 ドタッーと一音 一が一す る,鼻 一先 一に一人 参一を一ブラー(下/提)げ る,肌 一が一パ サパ サ ーに一

                 乾 く,

馬 一が一ヒィー ンーと一噺 く,ニ ャーンーと一(ネコ/猫)一が一(鳴/哺)く,フ ッーと一胸一に一浮 か ぶ,

  カツカツーと一靴 音 一が一す る,ク ラクラーど(眩 量/目 眩)一が一する,キ リキリ痛 む

        (深(深/々)/シ ンシン)一と一夜 一が一(更/深)け る

モ チモ チーと一柔 らか い,ポ ンポ ンーと一威 勢一が一良い, ガンガンーと一痛 い

愛嬌 一タップ リ,フ ンワリーと一柔 らか,ツ ンツンーと一無 愛 想

キョトンーと一し一て,ガ ラガラー音 一を一立 て一て,熟(熟/々)㍉ 思う一に,ワ イノワイノーと

シドロモ ドローの,グ チ ョグチ ョーし一た,ガ チ ガチーな

英 語 一が 一ペ ラペ ラ,予 定一が一ビッシリ,収 支 一が一トントン

VF

                ク ン ク ン と    犬 が   鳴 く

               ξ[  O  t(》 3 * 〔ξ *  N  ga ] * 、'3U 3】

                   ＼1・ 一 こ==:多4

             図1オ ノマ トペ 共 起 表 現 「ク ン ク ンーと一犬 一が一鳴 く」 の構 造 記 述

Figure l Syntactic structure denoted by[[Oto】 ★[[*Nga】*V30]】given to the verbal expressionク ン ク ンーと一犬 一

が ・鳴 くkunkun-to-inuga-nakct`a dog whines". 注,2018年4月19日 に お け るGoogl★ オ ン ライ ン英 訳 結 果

は"cunk and dogs cry"で あ った.
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VP

魁
』
)

ンク
こ
 
厄

                      ψ帥'
                     '                  

,69               
4♪'

            ,'          
一ρ'

     ,"         ρ,9

(朝 か ら) (隣 の)犬

] * [[ * N

      ㌦ 噛隔    、＼6'"
          `

  が

  ga
V

      ,'6騨'

(寂 し そ う に)鳴 く

]  *    x'30       、
㌔ ・一一一/,

㌔ 一 一 一 一 一 ■ 一 一 一 一_____一__一___日.一__一 ■ 一 一 巨゚

]」

               図2 「ク ン ク ン・と一朝 一か ら鱗 一の 一犬 一が 一寂 し一そ う一に 一鳴 く」 の 構 造 記 述

Figure 2 Syntactic structure of expressionク ン ク ン ーと一朝 一か ら・隣 ・の 一犬 一が ・寂 し一そ う一に 一鳴 く

kunkun-to-asa-kara-tonari-no-inuga-sabisi-sou-ni-naku"a dog of the neighboring house whines sadly since

the morning"derivable from the description【 【Oto】★[[★Nga]★V30】 】given to the expressionク ン ク ン ・と ・犬 ・が 一

鳴 くkunkun-to-inuga-naku"a dog whines".注,2018年4月19日 に お け るGoogl*オ ン ラ イ ン 英 訳 結 果 は
"Cunngun and morning n

ext dog crying lonesome"で あ っ た.
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一
翻訳 ソフ トとマクロによる多言語文書同時作成システムの試作

弁理士 保立 浩一

保立国際特許事務所

1.は じめ に

 企業活動のグローバル化に伴い、海外での特許取得

活動の重要度が増 している。各国は自国の言語で特許

審査を行 うか ら、当該国の言語で出願する必要があり、

特許明細書の翻訳 という作業が発生する。このため、

多くの弁理士は、作成 した特許明細書を英語等に翻訳

する作業にも関与 している。通常は翻訳業者に依頼 し

て翻訳させるが、 自ら翻訳する場合もある。

 特許明細書の翻訳にはかなりのコス トがかかってお

り、企業側には削減 したいとい う強い要望がある。こ

のため、機械翻訳(翻 訳 ソフ ト)を 使用 して特許明細

書の翻訳を省力化する試みがかな り前から行われてい

る[1】。筆者も、20年 以上も前に、当時開発されてい

た機械翻訳ソフ トを使用 して特許明細書の英訳を試み

たが、「本発明」をbook inventionと 翻訳 した時点で

これは使えないと思い、早々に断念 した記憶がある。

 実際、翻訳 ソフ トについてのユーザーの評価をネ ッ

トなどで調べてみると、殆どが使えないとい う評価で

ある[2】[3】。短いあ りふれた文章の英 日翻訳であれば翻

訳ソフ トはかろうじて使えるが、それ以外、特に特許

明細書英訳のような専門技術的な文書の翻訳には全く

使えない、とい うのが一般的な評価であろう。使えな

いとい うのは、翻訳ソフ トで翻訳された英語を手直 し

して正しい翻訳とする手間と、翻訳ソフ トを使わずに

最初からマニュアルで翻訳した場合の手間が変わらな

いか、又は前者の方が大きな手間となってしま うとい

うことである。

 それでも、短いありふれた文章であれば無料のウェ

ブ翻訳サービスでもかなり高い精度の英訳ができるし、

市販の翻訳 ソフ トでも、ユーザー辞書の登録や翻訳メ

モ リを 使 い こな す こ とで 、 あ る程 度 の 翻 訳 品 質 が確 保

で き る。

 しか し、 文 章 が長 くな った 際 の 、 特 に 日英 の翻 訳 で

は 、 構 文 解 析 に 失敗 す るた め 、 ほ ぼ100%の 確 率 で

誤 訳 とな る。 一 例 と して 、 特 許 庁 が 提 供 す る特 許 明細

書 の ひ な型 の 一 文 の 翻 訳 結 果 を図1に 示す 、、

 「イ メ ー ジ 入 力 装 置 の 中 で 、」 はamong image

input devicesと 訳 す べ き とい っ た 構 文以 外 の 問 題 は

別 に して 、無 料 ウェ ブ翻 訳 で は 、後 半 のSO以 ドの部 分

で構 文 解 析 に失 敗 して い る、,A社 製 翻 訳 ソフ トの 場 合、

この部 分 は**is done_と な っ て い る,,こ れ は 、 「共」

が 「され て い る」 と翻 訳 してお り、「l!」が辞 書 登録 し

て い な い た めで あ る。 「共 す る」 の英 訳 と してprovide

を 登録 してお く と、it is provided to practical use as

an input part of OCR for POSと な り、完 全な 誤 訳 と

は言 え な い 内容 に修 正 され る。 しか し、in the image

input deviceがnecessary informationを 修 飾 した 状

態 とな って お り、 こ の点 の ミ スは致 命 的 で あ る.

源 文}

イメージ入力装璽の中で、ハンドスキャナは.入 力惰●騒の記厳された媒体の静斌や

媒体上の入力情輻の位霞を閥わず、必肇な鯖報のみを入力でrる 利点があるの

で_POS用 のOCRの 入力郎として実用に共されている,

  。二

{無 料 ウェブ 覇訳>

In the irtMge Input device. the haml scanner has an advantage o/being aWe to

Input oれ置y tke noco55のrソ inlorrn●ヒεon r◎彫ard澗㊤550f電h◎ sh轟P◎of匙ho medum ln

which the input information is desaiEed and the povtion o!the input inlortnaUOn

on cna medium 40更h心input o`cne OCR「or POS It s ahsred wdh p冊ctlc■聖ux

as s department

iA社 襲 翻訳 ソフトl

Becaux the hand scanner has the edwntege that it un input only necessary
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 翻訳ソフ トを使って特許明細書の英訳を行 う場合、

ユーザー辞書の登録を頻繁に行って翻訳品質を高める

ことが必須となるが、それでも構文解析の ミス、修飾
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関係の把握 ミスが しば しば生じ、その都度、手作業で

修正 しなければならない。このため、最初からマニュ

アルで翻訳 した方が早かった、とい う結果になるので

ある。

 多くの翻訳 ソフ トでは、原文と正 しい翻訳文とを対

応づけて記憶する翻訳メモ リの機能が備わってお り、

グレー ドの高い翻訳ソフ トでは、一部をワイル ドカー

ド(変 数)と して登録する機能や、任意の一致率の設

定を可能にして低い一致率の場合でもヒッ トするよう

にする機能も備わっている。このような機能は、同 じ

ような文章を翻訳する場合の多い技術マニュアルや取

り扱い説明書等の翻訳にはある程度は有効かもしれな

いが、特許明細書のように以前 とは異なる文章の翻訳

が主である場合、翻訳メモ リの有効性は限定的である。

2.開 発 の ヒン トとコンセ プ ト

 この よ うな状 況 で は あ る も の の 、筆 者 は 、特 許 明 細

書 の よ うな 専 門 技術 的 な 文書 の英 訳 を翻 訳 ソフ トの 利

用 に よ り大 幅 に省 力化 す る こ とを 目差 し、実 用 的 な シ

ス テ ム の 開発 を 意 図 した。 こ の理 由 の一 つ は 、近 年 に

お け る翻 訳 ソフ トの機 能 向 上 に は 目覚 ま しい も のが あ

り、 「本 発 明 」 とbook inventionと 翻 訳 して い た時 代

とは 隔 世 の感 が あ る か らで あ る。 特 許 明細 書 の よ うな

技 術 文 書 の 場合 で も、き ちん とユ ー ザ ー 辞 書 を登 録 し、

文 章 を で きる だ け 短 く して い け ば 、驚 くほ ど誤 訳 の 少

な い 結 果 が 得 られ る よ うに な っ て き て い る。

 も う一 つ の理 由 は 、翻 訳 ソフ トの拡 張性 の一 つ と し

て 一般 化 しつ つ あ るOffice連 携 機 能 で あ る。最 近 の翻

訳 ソ フ トは 、WordやExcelと い ったOffice上 の ア プ

リの ア ドイ ン と して利 用 で き る機 能 が備 わ っ てお り、

Word上 で 入 力 した 文 章 をWord上 で翻 訳 した り、 あ

るセ ル に 入 力 した 文 章 を そ の ま まExcel上 で翻 訳 した

りす る こ とが 可 能 とな っ て い る。Officeが 使 え る とい

うこ とは 、マ イ ク ロ ソフ ト社 がOfficeと とも に提 供 し

て い る マ ク ロ 言 語 で あ るVBA(Visual Basic for

Applications)が 使 え る とい うこ とで あ る。 VBAが 使

えれば、翻訳ソフ トで足らない分をVBAで 補 うこと

ができ、VBA程 度であれば、筆者のような専門のプロ

グラマーではない者でも、何とか扱える。であれば、

実用に耐え得る翻訳も行えるようになるのではないか、

と考えた次第である。

(1)文 章の各要素のセル化 とセル毎の翻訳

 短い文章なら精度の高い翻訳ができるのであれば、

長い文章を幾つかの要素の分割 し、要素毎に翻訳をし、

翻訳後に各要素を結合すれば良い。イメージ的には、
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図2の ような感 じになる。

 要素毎の翻訳のメリットは、上述 したような修飾関

係のミスが基本的に生 じないということである。要素

内での修飾関係のミスは生 じ得るが、要素をまたぐミ

ス、つまり他の要素中の語を修飾する形の翻訳は絶対

にされないので、上記のようなミスは生じ得ないとい

うことになる。つまり、「イメージ入力装置の中で、」

を他の要素から切 り離 してそれだけで翻訳させ、文全

体を修飾する文頭修飾句として後で結合すれば良いの

である。

(2)各 要素の機能のユーザーによる指定

 要素毎に分けて翻訳 し、翻訳後にマクロで結合する

としても、結合に際しては当該要素の文章中での位置

づけの情報が必要になる。つまり、その要素が主語な

のか、述語なのか、文頭修飾なのか、それと従属節な

のか、といった情報(以 下、文内機能情報 という。)で

ある。 これがないと、マクロは、翻訳後の各要素の結

合ができない。

 文内機能情報は、翻訳をする者がマクロに対して与

える必要がある。このためには、主語ならこれ、述語

ならこれ、といったように各機能に対して識別記号を
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設 定 し、識 別 記 号 を と と もに マ ク ロに 渡す 構 成 が 考 え

られ る。 しか し、 そ の分 だ け翻 訳 者 の 労力 が増 え て し

ま い 、省 力 化 の意 図 とは真 逆 に な っ て しま う。

これ を 回避 す る た め の構 成 と して 、各 要 素 を個 別 の入

力 欄(テ キ ス トボ ック ス)に 入 力 す る よ うに し、入 力

欄 の識 別 情 報(VBAで 言 えば 「オ ブ ジ ェ ク ト名 」)を

文 内機 能 情 報 と して扱 うので あ る。 イ メー ジ的 に は 、

図3の よ うな構 成 とな る。

≒ 亡嘉頓 趣 。錦⇔凹
     ＼ ～                    一戸/       ～ 一

鞠 、望喜 咽
     図3マ クロへの文内捷能惰報の渡し

 ただ 、 この 場 合 も、 翻 訳 者 は、 各 要 素 を各 入 力 欄 に

入 力 して い か な けれ ばな らな い 。 原 語 の 文 書 の 各 文 章

につ い て 、各 要 素 を各 入 力 欄 にcopy&pasteし て い く

とい う作 業 が 発 生 す る。 全 て をマ ニ ュア ル で 翻 訳 す る

場 合 に 比 べ れ ば 、 この 部 分 は 微 々 た る作 業 で あ るが 、

筆 者 は 、 こ こで も う一 段 上 の ソ リュー シ ョン を意 図 し

た 。

 翻 訳 され る原 語(文 章)も 、 元 々は 誰 か が 作 って い

る。 文 章 の 作 成 者 は 、 自 らテ キ ス ト入 力 して い るの で

あ り、 元 々の テ キ ス トの 入 力 者 が 各 入 力 欄 に入 力 す る

よ うにす れ ば 、 全 体 と して 作 業 量 の 増 加 は ない 。

 つ ま り、 日本 語 で の 文 章 の 作 成 の 際 に最 初 か ら要 素

に分 けて 入 力 し、各 要 素 を翻 訳 ソフ トで 英訳 させ た 後 、

日本 語 、英 語 そ れ ぞ れ につ い てマ ク ロで 結 合 す れ ば 良

い。 この 場 合 、 日本 語 の 文 章 と英 語 の 文 章 とが 同時 に

出来 上 が る。 つ ま り、 日英 文 書 同 時 作 成 で あ る。

ロ を追 加 して い る。 図4に 示 す よ うに 、動 作 画 面 は 原

語(日 本 語)の 入 カ フ ォー ム と訳 語(英 語)の 表 示 フ

ォ ー ム を含 ん で い る。 図4の 例 は 、 基 本 文 型 と して の

S+Vの 文 型 で 入 力 す る例 とな って い る。 図4に 示 す

よ うに 、 原 文 の 各 要 素 の 入 力 欄 と訳 文 の 各 要 素 の 表 示

欄 が 一 対 一 で 表 示 され る画 面 レイ ア ウ トとな っ て い る。
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 上 記 の よ うな コ ンセ プ トの 下 、 マ ク ロ を 自作 し、 日

英 の多 言 語 文 書 同時 作 成 シス テ ム を試 作 した 。

(1)基 本 構 成

 この シ ステ ム は、基 本 的 に はExcelを 利 用 して お り、

翻 訳 ソ フ トのExcel連 携 機 能 とVBAで 記 述 した マ ク

●4葺 本禰成

 ユーザーは、自分が作成 しようとしている文章の主

語、述語、文頭修飾語、従属節(句)を 頭に思い浮か

べ、それぞれ入力欄に入力する。そして、翻訳ボタン

をクリックすると、翻訳 ソフ トが起動し、各入力欄の

日本語が翻訳 ソフ トにより翻訳 され、その結果が訳語

の表示フォームに表示 される。

 訳語の表示フォームは編集可能となってお り、ユー

ザーは、翻訳 ソフ トの翻訳結果をマニュアル修正でき

る。適宜マニュアル修正をした後、結合ボタンをクリ

ックすると、その時点で原語入カフォームで表示され

ている各要素がマクロにより結合されて原文が生成さ

れ、生成された原文が原文表示欄に表示されるととも

に原語用のシー トに記録 される。同時に、訳語表示フ

ォームに表示されている各要素がマクロにより結合さ

れて訳文が生成 され、生成 された訳文が訳文表示欄に

表示されるとともに訳語用のシー トに記録 される。

 各文章の各要素の入力、要素毎の翻訳、各要素の結

合による原文 ・訳文の生成、記録を逐次行い、全ての

文章の生成、記録が終わったら、各シー トの各行に記

録 されている文章を結合 させることで、日本語と英語

の双方で文書が出来上がる。つまり、日本語で文章を

入力 して文書を完成させると、同時に英語版の文書も
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出 来 上 が って い る とい うこ とで あ る。

(2)使 用 で き る文型

 基 本 型 の 他 、複 数述 語 や 複 数 目的語 とい っ た他 の各

種 文 型 で も入 力 、 翻 訳 が 可 能 とな っ て い る。 文型 の選

択 は 、左 側 の メニ ュー コラ ム に 設 け られ た 文型 選 択 ボ

タ ンで 行 え る。 文 型選 択 ボ タン を ク リッ クす る と、選

択 可 能 な 文 型 一 覧 が 表 示 され 、そ こ か ら一 つ を選 ぶ と、

選 ん だ 文 型 の 原 語 入 力 フォ ー ム 、 訳 語 表 示 フ ォ ー ム に

切 り替 え られ る よ うに な っ て い る。

(3)要 素 単 位 の 翻 訳 メモ リの 利 用

 今 回 試 作 した シ ステ ムで 最 も効 果 を発 揮 した の が 、

要素 毎 の翻 訳 メモ リ登 録 で あ る。 翻 訳 メモ リは 、 本 来

は一 つ の 文全 体 と して 原 文 と訳 文 と を対 に して 登録 す

る も の で あ る が 、 この マ ク ロで は 、 各 要 素 の原 語 と訳

語 とを対 応 させ て 登 録 す るの に 使 って い る。 例 え ば 、

図4の 基 本 型 の場 合 の 訳 語 表 示 フォ ー ム で 、 文頭 修 飾

語 の ドの 翻 訳 メモ リ登 録 ボ タ ン を ク リッ クす る と、 そ

の時 点 で 表 示 され て い る文 頭修 飾 語 の原 語 と訳語 とが

対 とな っ て翻 訳 メモ リに 登録 され る。 前 述 した例 で言

え ば 、「イ メー ジ入 力 装 置 の 中 で 」の対 訳 と して"among

image input devices"を 登 録 す る こ とに な る。

 同 じよ うな 表 現 が 繰 り返 され る と想 定 され る場 合 、

そ の 表 現 を最 初 に 使 用 して 訳語 を マ ニ ュ アル 修 正 した

際 に 修 正 後 の 訳 を 翻 訳 メ モ リ登録 してお く と、以 後 は

マ ニ ュア ル 修 正 の 必 要 は ほ ぼ な くな る。 筆 者 が こ の シ

ステ ム を 使 用 して 実 際 に 日英 文 書 同 時作 成 を試 み た と

こ ろ、 要 素 単位 の 翻 訳 メモ リ登 録 が省 力 化 に非 常 に効

果 的 で あ る こ とが 実感 され た。

(4)翻 訳 の補 助 ツ ー ル と して の利 用 の 考 慮

 日英 同 時 作成 の他 、既 に 出来 上 が っ て い る 文書 を英

語 に す る 、 つ ま り翻 訳 業 務 を行 う場 合 を想 定 した 好 適

な ソ リュ ー シ ョン も構 築 した。

 この マ ク ロを翻 訳 業 務 に使 用 す る場 合 、 原 語 入 カ フ

ォ ー ム の 各 入 力 欄 に 各 要 素 の テ キ ス トを 入 力 す る

(copy&pasteす る)と い う作 業 が ど う して も伴 う。

これ を少 しで省 略 化 す るた めの 構 成 を用 意 した 。

 翻 訳 業務 に使 う場 合 で も、 ユ ー ザ ー は 文 型 を予 め 選

択 す る 必 要 が あ るが 、 文 型選 択 の 際 、 文 章 中 に簡 単 な

識 別 子(区 切 り記 号)を 挿 入 す る こ とで原 語 入 力 フ ォ

ー ム の 各入 力欄 に 自動 的 に 貼 付 が され る よ うに シ ス テ

ム を構 成 した。 図5に 、 区切 り記 号 を挿 入 す る 画 面 の

一 例 を 示 す
。

 ユ ー ザ ー は 、 翻 訳 す る 文全 体 を テ キ ス トボ ッ クス に

copy&pasteす る。そ して 、文頭 修 飾 語 を#bで 囲 み 、

主 語 を#Sで 囲 み 、 述 語 を#Vで 囲 み 、従 属 節 を#jで 囲

む 。 そ の 上 で 、OKボ タ ンを ク リッ クす る と、 マ ク ロ

に よ り、 各 要 素 が 基 本 型 の原 語 入 力 フ ォー ム の 各 入 力
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欄 に 自動 的 に 貼 り付 け られ る。

 各 要 素 の テ キ ス トを マ ニ ュ アル で 各 入 力 欄 にcopy

&pasteす るの とそ う変 わ らな い 労 力 に も思 え るが 、

マ ニ ュ アル の場 合 、copyとpasteで マ ウス の操 作 が2

回 必 要 で あ る。 上記 各識 別 子 の挿 入 の 場 合 、1回 で 済

む。

4.評 価

 日本語での文書作成終了と同時に英語版 も完成 して

いるというのが理想型であるが、そのために負荷が ど

の程度増すかが問題 となる。この点を確認するため、

架空の特許出願依頼についてこのシステムを使って特

許明細書の 日英同時作成をしてみたところ、全体とし

ては20～30%程 度の負荷アップであった。

 この負荷アップをどうみるかは評価の分かれるとこ

ろであるが、特許明細書の作成料の例えば30%で 英

語版の特許明細書が得られるとすれば、現状の英訳料
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の相 場 感 か らす る と、格 安 で あ る。 ま だ ま だ 改 良 の 余

地 は 多 々 あ る が 、筆 者 個 人 と して は 、 この シ ス テ ム の

ポテ ン シ ャル の 大 き さを 実感 した 次 第 で あ る。

5.機 械翻訳の次のテーマ(お わ りに代 えて)

 当初 は 自 らの 仕 事(翻 訳)の 省 力 化 、 効 率 化 を 目指

した 試 み で あ った が 、 図 らず も機 械 翻 訳 の 分 野 にか な

り首 を突 っ込 ん だ 結 果 とな って しま った 。 突 っ込 ん だ

つ い で に 、 この 分 野 の 次 の テ ー マ に つ い て 少 し考 えて

み た い。

 周 知 の よ うに 、 い ま 、 この 分 野 で は 、 ニ ュー ラル機

械 翻 訳(Neural Machine Translation, N M T)が 席

捲 して い る。 学会 で の発 表 テ ー マ を 見 て も、NMT関

連 が殆 どで あ る。

 しか し、個 人 的 に は 、NMTに は 幾つ か の深 刻 な 限

界 が あ る よ うに思 われ る。 そ の一 つ は 、 ク ロー ズ ドな

ネ ッ トワー ク に は な じま な い とい う限界 で あ る。NM

Tの 特 徴 の一 つ と して 、必 要 な の は対 訳 デ ー タ のみ で

あ る とい うシ ンプ ル さが 挙 げ られ る。 しか し、逆 に言

えば 、対 訳 デ ー タ しか ない の で あ るか ら 、精 度 の 高 い

翻 訳 の た めに は 膨 大 な 量 の 対 訳 デ ー タが 必 要 とな っ て

くる。 十 分 な 精 度 のNMTに は 数 百 万 対 の 対 訳 デ ー タ

が 必 要 と言 わ れ て い る し、 グー グル は 数 億 の 対 訳 デ ー

タを 持 っ て い る と言 わ れ る[4]。 ドメイ ン を限 定 す れ ば

比 較 的 少 な い 対 訳 デ ー タで も流 暢 な 翻 訳 が 生 成 で き る

との 報 告 もあ るが 、 そ れ で も150万 対 が 必 要 と され

て い る[4】。

 この よ うな 膨 大 な 対 訳 デ ー タ の 集 積 は 、 ク ロー ズ ド

な 環境 で は 不 可 能 で 、 イ ン ター ネ ッ トの よ うな オ ー プ

ンな 環境 が 必 須 で あ る と考 え られ る。 つ ま り、 あ る会

社 が社 内 の ネ ッ トワー ク に翻 訳 サ ー バ を設 け 、 そ こに

NMTを 実 装 した と して も、 対訳 デ ー タ が 不 足 す るた

め 、NMTの 特 徴 を 活 か した 高 品 質 な翻 訳 が で き な い

可能 性 が あ る。 か とい っ て 、社 内 のPCか らグ ー グ ル

翻 訳 の よ うな オ ー プ ン な サー バ に原 語 デ ー タ を送 っ て

翻 訳 して も ら うこ とも現 実 に は難 しい。 社 内 の サー バ

で翻 訳 す る の は 、そ れ が外 に 出 した くな い情 報 だ か ら

で あ り、そ の よ うな 内部 情 報 を翻 訳 す るた めに イ ン タ

ー ネ ッ ト上 の オー プ ン なサ ー バ に原 語 デ ー タ を送 る こ

とは あ りえ ない 。 暗 号 化 して 送 る と して も、 サ ー バ 上

に デ ー タが 残 る よ うで は 、 漏 洩 の 問題 が つ きま と う。

 NMTの も う一 つ の 限 界 は 、 対 訳 デ ー タ しか使 用 し

な い こ とに よる別 の 限 界 で あ る。 対 訳 デ ー タ しか 参照

しな い とい うこ とは 、過 去 に あ っ た こ と(文)を 参 照

して翻 訳 す る こ と しか で き な い 、 とい うこ とで あ る。

す な わ ち 、新 しい用 語 、新 しい概 念 、新 しい現 象 等 を

記 述 した 文章 を翻 訳 す る とき は 、NMTは 誤 訳 にな り

易 い と推 測 され る。 例 え ば特 許 の世 界 では 、パ イ オ ニ

ア発 明 と呼 び 得 る よ うな 発 明 を説 明す る と き、 これ ま

で 使 わ れ た こ との な い 用 語 を新 た に作 って 概念 を 説 明

しな けれ ば な らな か った り、 これ まで に は 知 られ て い

な い新 しい 現 象 に つ い て 説 明 しな けれ ば な らな か っ た

りす る こ とが あ る。 この よ うな 場 合 、NMTで は誤 訳

に な り易 い と推 測 され る。

 さ らに 、NMTが 抱 え る問題 と して しば しば指 摘 さ

れ る点 に 、長 文 化 した場 合 の誤 訳 の 問題 が あ る。実際 、

NMTを 使 用 して 多 くの翻 訳 実験 を試 み た が 、長 文化

す る と必ず とい っ て い い ほ ど、構 文解 析 に 失敗 した よ

うな誤 訳 とな る。 ピ リオ ドもな い の に途 中 で 先頭 文字

が 大 文字 に な り、文 を付 け足 した よ うな訳 にな る.前

述 した 図1の 無 料 ウ ェ ブ翻 訳 の例 もこ の例 で あ る。

 最 初 の二 つ の 限 界 はそ れ を乗 り越 え る ソ リュー シ ョ

ン が幾 つ か 想 い つ くが 、 最 後 の限 界 は 、克 服 で きな い

よ うに思 わ れ る。 と い うの は 、 こ の問 題 はNMTが い

わ ゆ る リカ レン トニ ュー ラル ネ ッ トワー ク を行 うこ と

に起 因 して お り、本 質 的 と思 われ るか らで あ る。

 尚、 手 前 味 噌 にな るが 、本 稿 で提 案 され た シ ステ ム

は 、 長 い 文 章 で も各 要 素 に 区分 け して 翻 訳 エ ン ジン に

渡 す の で 、 仮 に 翻 訳 エ ン ジ ンがNMTサ ー バ で あ っ た

と して も、 誤 訳 の 発 生 は 非 常 に少 な くな る 筈 で あ る。

つ ま り、 本稿 で 提 案 され た シス テ ム は 、NMTの 欠 点

を 補 う目的 で も使 え る。

 NMTは さ らに進 歩 を続 け 、 い わ ゆ る破 壊 的 イ ノベ
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一 シ ョン と して 人 間 に よ る翻 訳 をゼ ロ にす る とい う予

測 をす る向 き もあ る だ ろ う。 しか し、 ニ ュー ラル ネ ッ

トワー ク とは い って も、翻 訳 を行 う人 間 の脳 プ ロセ ス

をそ の まま デ ジ タル プ ロセ ス に置 き換 え て い る訳 で は

な い。 そ の 意 味 で 、NMTが 翻 訳者 を 不 要 す る とか 、

NMTに よ り完 全 な機 械 翻訳 が 実 現 され る とか い っ た

こ とに は な らな い と、 個 人 的 に は 予 測 す る。

 翻 訳 とい うの は、 第 一 言語 で 書 か れ た 文 章 を 第 二 言

語 に変 換 す る とい うこ とで な くて 、 そ の 文 章 を 書 い た

人 が最 初 か ら第 二 言 語 で 書 い た 場 合 を 想 定 して 文 を 構

築 す る 、 とい う作 業 だ と思 う。 リカ レ ン トニ ュー ラル

ネ ッ トワー ク的 なプ ロセ ス も局 所 的 に は 存 在 す るが 、

人 間 は 、 まず 言 いた い こ と(書 く こ と)を 決 め 、 そ れ

を構 成 す る ブ ロ ック を一 つ 一 つ 考 え、 そ れ を最 適 な位

置 に配 置 しな が ら文 を生 成 す る。 だ か ら、 翻 訳 の 場 合

も、 そ の 文 章作 成 者 の頭 の 中 のブ ロ ック構 造 を学 習 し

て 行 うこ とが 必 要 で あ る。 本 稿 で い え ば、 文 章 作 成 者

が どの 文型 を 意 図 し、原 語 の 単 語 ない し単 語 群 を文 型

の どの ブ ロ ック に属 させ てい るの か を考 え る必 要 が あ

る。

 こ う書 く と、 二 世 代 も 前 のRBMT(Rule Based

Machine'IYanslation)の 時代 に戻 っ た よ うで あ るが 、

構 造 解 析 を デ ィー プ ラー ニ ン グ で正 確 に行 うこ と、 こ

れ が機 械 翻 訳 の 次 の テー マ で あ る とい う気 もす るの で

あ る。 仮 に 、 それ が 実現 で きれ ば 、NMTの 併 用 に よ

り完 全 無 欠 な機 械 翻 訳 の時 代 が到 来 す る の か も しれ な

い 。

同時作成システムの試作,言 語処理学会第24回 年次

大会発表論文集(2018年3月)pp.753・756
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一
                  手軽な英 日機械翻訳

吉澤 忠義

1.は じめ に

 個 人 的 に 利 用 して い る手 軽 なUS式(上 野 ・柴 田)英

日機械 翻 訳 シス テ ム(US』tranJ)に つ い て 紹 介 しま す。

この機 械 翻 訳 プ ロ グ ラム は 、 上 野 俊 夫 氏 が1986年4

月 一6月 の 「PCマ ガ ジ ン」 誌 上 に連 載 され た 、 パ ソ

コ ン英 和機 械 翻 訳 プ ロ グ ラム(BASIC言 語:500ス テ ッ

プ 位)を 、 元 埼 玉 大 学 数 学 科 教 授 柴 田勝 征 氏 が 、3年

をか けて 改 良 し、1990年 、著 書 「C言 語 に よ る英 和 翻

訳 シス テ ム 」 (ラ ッセ ル 社)に ま とめ 発 表 しま した 。

発 表 当時 、 中学 の 英 語 教 科 書 の 英 文 を訳 す とい う規 模

で 、 非 常 に コ ンパ ク トな もの で した。 柴 田氏 は 、 「私

は ち ょ うど盆 栽 を育 て る よ うに、 「US式 翻 訳 シス テ

ム」 を レベ ル ア ップ す るた め に 、 長 い 長 い 道 程 を着 実

に歩 ん で 行 くつ も りで す 」 と語 って い ま した 。 私 は 、

こ の 翻 訳 プ ロ グ ラ ム に 画 面 イ ン タ フ ェ ー ス 等 を 付 け

Windows版 翻 訳 シ ステ と して 、 現 在 、 Yahooニ ュー ス

(https://www. yahoo. com/)な どの 英 文 を翻 訳 させ 、

翻 訳 精 度 を高 め る こ とに趣 味 を も ち、 取 り組 ん でい ま

す 。

2.翻 訳システムの仕組み

 この機械翻訳の処理の流れは、下記に示すようにな

っています。

① 辞書引き…原文の語彙を辞書ファイルか ら検索

   し訳語候補を作成

② 適訳処理…訳語候補から品詞、訳語の適訳を選

  び出す

③ 文法処理…訳語並びを文法ルールに照らし合せ、

  訳語を結び付る

④  推敲処理…結び付 られた訳語の表現を見直す

それ ぞれ の処 理 は 、外 付 け の 辞 書 、 適 訳 ル ー ル 、 文 法

ル ール 、推 敲 ル ー ル の フ ァイル か ら、翻 訳知 識 を取 り

出 し、英 語 原 文 の 要 素 と変換 情 報 要 素 との マ ッチ ン グ

を重 ね な が ら変換 して行 き ます 。

 こ のル ー ル は 、英 文 を 単 な る 単語 の羅 列 と見 る の で

は な く、何 らか の構 造 を持 っ た集 合 と見 な して 、 そ の

構 造 を抽 出 し、 これ を 「中 間 表 現 」 に 変換 し、 これ を

主要 な補 助 手 段 と して活 用 しな が ら翻 訳 文 を生 成 す る

ル ー ル の総 体 とな っ て い ま す。 この 方 法 は 、一 種 の ト

ラ ン ス フ ァー 方 式 を規 定 して い ます 。 そ して 、翻 訳 知

識(ル ー ル 類)は 、翻 訳 処理 本 体(翻 訳エ ン ジ ン)か ら

独 立 した もの に な っ て い ます 。 この こ とは、 英 文 を翻

訳 しな が ら、 上手 く翻 訳 で き な い とき 、翻 訳 エ ン ジ ン

を 直す の で は な く翻 訳 経 過 情 報 よ り、 どの よ うな 翻 訳

知識(ル ー ル)が 不 足 して い る か を判 断 し、ル ー ル 類

を補 うこ とに よ っ て 、翻 訳 精度 を 高 め て行 くこ とが 出

来 る特 徴 を持 っ て い ます 。

 翻 訳 経 過 情 報 は 、語 彙 並 び に 対 す る適 訳 過 程 と翻 訳

(結合)過 程 で マ ッチ ン グ した 適 訳 ルー ル 、 文法 ル ー

ル テ キ ス トを順 次 ダ ン プ され た 情 報 と、 その ル ー ル に

よる 処理 結 果 情 報 の集 ま りで す。

 この翻 訳 知 識(ル ー ル 類)は 、 テ キ ス トタイ プ で あ

り、 エ デ ィタ 等 で編 集 、修 正 、 追加 を 行 っ て い ます 。

 現 在 の 情報 量 は 、 次 の 通 りで す。

① 辞 書 …123,000語 彙

② 適 訳 …10,300行

③ 文 法 …15,200行

④ 推 敲 …600行

 この 規 模 は 、30年 で10倍 に増 や して 来 た の で す が 、

他 の 機械 翻 訳 シス テ ム と比 べ る と、 まだ まだ 不 十 分 な

もの で す 。
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3.翻 訳知識の拡充

 翻訳知識の拡充は、翻訳経過情報を見て、英文をど

のように訳 したか、以下の点を調べます。

①  辞書登録情報が十分であるか

② 辞書引き後、語彙の適訳抽出が妥当かどうか

③ 訳語の結合順位が妥当であるかどうか

④ 補足的に推敲結果の訳語表現が適当か

 これらの吟味は、翻訳処理で、フィトしたルールに

落ち度がないか、抜けがないか、等吟味して辞書の補

充、ルールの補正を繰 り返し行います。

当然、ルールの変更、追加により、他の英文翻訳に及

ぼす副作用も発生します。

4.当 面の翻訳知識拡充の 目標

① 大規模な辞書構築…現在、Yahooニ ュース等の複

  数行の英文から、未知語が20か ら30語 位見つか

  る、また、結合度の高い語彙の並び、熟語、固有

  名詞などを逐次登録 していますが、これらの英文

  の翻訳に必要な語彙の数は計 り知れないものと

  思われます,,

② 適訳ルールの拡充…英語と日本語の語彙の対応

  は1対1で はなく、普通は複数の選択肢があり、

  それ らの中から正 しい訳語をどの様に選び出す

  かが、大きなホイン トになります。現在、辞書に

  登録されている語彙に品詞 と簡単な属性を付け、

  この属性を手掛か りに前後の語彙の並びから訳

  語を選択するルールを与えていますが、1一分に絞

  り込めているとは言えません。上手 く確率論と結

  びつ く解決方法が必要かもしれません。

③ 文法ルール…この トランスファー方式では、原文

  の構文木をrの 方から作って行 く 「ボ トムアッ

  プ」方式です。構文木を トップまで積み重ねてゆ

  きたどり着いたものが翻訳結果 となります。この

  構文木の構成をルール として表 しているものが

  文法ルールです。実際の英文では、多くの例外記

  述があ ります。これらの記述に合わせたルールを

  補完 して行く必要があります。

 AIの 時代といわれ、膨大な知識ベースを元に物事を

分析 し、人間に必要な指針を示すシステムの進化が急

速に進んできています。しかし、機械翻訳の世界では、

無限の宇宙に繰 り広げられる言語表現をどうとらえ、

認識 し伝えていくか難 しい問題を抱えています。

人間は、3歳 の子供が言葉を覚え、語彙を増や し、コ

ミュニケーション能力を高めて行 きます。

 そのメカニズムを機械が実現できるか、機械翻訳が

真に発達す るために必要な技術がそこにあるような気

がします。そ して、自分で学習して賢くなるためには、

異次元の方法論が必要となると思います。US式 には、

これ らの機能はないが、翻訳知識拡充を繰 り返 し、教

えた範囲では賢 くなるので、どこまで翻訳性能が高め

られるかを楽 しんでいます。

5.翻 訳 システムの性格

 機 械 翻 訳 の 結 果 は 、そ の シ ステ ム を手 掛 けた 人 の 性

格 に依 存 します 。 ど うゆ う英 文 を どれ だ け訳 し、 誰 が

翻 訳 知 識 を教 え込 ん だ か に よ ります 。

 機械 とい え ど も俗 人性 が 高 く、 間 違 い も多 い の だ と

思 い ま す。

次 の例 は 、Yahooニ ュー ス に あ っ た 記 事 の 一 部 で す 。

① 英 文:Polar bears crowd on Russian island in

  sign ofArctic change

  訳:北 極 グ マ は 、北 極 の 変化 の 兆候 で ロシ ア の 島

  に集 ま ります … 「in sign of」 前 置詞 と して扱 う

② 英 文:Iread the book indicating the cold case

  with the notion that Kate might be the

  criminal.

  訳:私 は 、 ケ イ トが 犯 人 で あ るか も しれ な い と思

  わ れ る迷 宮 入 り事 件 を 示 して い る本 を 読 み ま した.

    「with the notion that」 を 前置 言司 「〉と思 わ

  れ る」 と して扱 う

 上記 の 例 で は 、 一般 辞書 に な い語 彙 の 並 び を 「前 置
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詞 句 」 と して 扱 って い ます 。

6.翻 訳システムの評価

 先日、ある翻訳会社の商品評価の担当者に 「ポツダ

ム宣言」の英文を翻訳 したものを見ていただきました。

 「全体の印象としては、日暮れてなお道遠 しの感が

します。」と評価 されました。

 翻訳会社の人々の間では、機械翻訳については、ま

だまだ使い物にならないと感 じているようです。

 また、顧客からも、どうゆう人たちが携わっている

のかが翻訳依頼の判断になっているようです。

7.翻 訳構文図の描画

 US』tranJの 翻訳方式は、句構造木を用いる独特の

トランスファー方式です。この句構造木は、適訳処理

で選択された語彙の集まりを、順次文法ルールにマ ッ

チングさせ新 しい語彙の集まりに昇華させてゆき、最

終的に、ひとつのものに結合されたときに翻訳が終了

したと判断しています。この過程の状態を線で結んで

表すと、一種の構文木として表せます。下図は、先の

英文を翻訳 して作成された構文木の図です。

ま た 、 添付 され て い る構 文 図 は 、 英 文 の網 掛 け され た

部 分 を翻 訳 した 時 の もの です 。

 機 械 翻 訳 ツー ル で 、 こ の よ うな構 文 図 を表 示 す る機

能 を持 っ て い る の も 、US _EtranJの 特 徴 で す 。

こ の図 は、 翻 訳 過 程 の誤 り等 を図 か ら判 断 で き 、そ の

誤 りを翻 訳 知 識 ベ ー ス に反 映 しや す い こ とで す 。

ま た、あ る 学 生 が 、こ の図 を見 て 、「翻 訳 ッて こお や っ

て す るの!」 と驚 き表 情 を見 せ て くれ た の も思 わ ぬ 副

産 物 で した 。

参考文献

ラ ッセ ル ブ ック 「パ ー ソナ ル コ ン ピュー タに よ る機 械

翻 訳 プ ログ ラ ム の制 作 」上 野俊 夫 著 ig86年 ラ ッセ

ル 社

ラ ッセ ル ブ ック 「C言語 に よ る 英 和翻 訳 シ ステ ム」 柴

田勝 征 著 1989年 ラ ッセ ル 社

琢文 二 P導1捲r奪 欄 郎 ζ・騨d  舞

一 ド
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 燕厚怯・勲 ・型ln   押

1録 響

     、堅"・

、;騨喋b賑 し垂

引灘 r離 障 了r
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 ま た 、別 紙 の 記 事 は 、 平 昌 オ リン ピ ッ クで 女 子500

メー トル ス ピー ド競 技 のYahooニ ュ ー ス の 一 部 で す 。

オ リン ピ ック 中継 のTV画 面 か ら受 け た感 動 が 表 現 さ

れ て い る で し ょ うか 。 言 語 表 現 は 、 人 間 が 受 け た 印 象

や感 動 を言 葉 に よっ て 表 現 され た もの で あ る と思 い ま

す 。
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AAMT会 員 のひろば

 AAMT会 員 の 新 た な 交 流 の 場 をAAMT Jouma1誌 面 上 で提 供 す るべ くス タ ー トい た しま した 「AAMT会 員の

ひ ろば 」、会 員 の 皆 さま の ご助 力 をい た だ きま して 、第 一 回 のNo.41の ス ター トか ら第 二 十 三 回 を迎 え る こ とがで

き ま した。 今 号 で は 、 個 人 会 員 一 名 、 法 人 会 員 一 社 か らの ご寄稿 をい た だ い て お ります 。

 独 自の お 取組 み の ご紹 介 、機 械 翻 訳研 究 へ の 提 言 、AAMTの 活 動 へ の ご要 望 な ど、今 回 も貴 重 な ご意 見 をお 寄

せ い た だ きま した。

 AAMT Journalで は 今 後 も引 き続 き 、 会 員 の 皆 さま か らの ご寄稿 を 心 よ りお 待 ち して お りま す。

 ご寄 稿 ・お 問 い 合 わ せ はAAMT事 務 局(E-mail:aamt-infb@aamt.info)ま で 宜 しくお願 い い た します。

法人会員(敬 称略 ・50音 順)

会 員 名

・ イ ン フ ォ トラ ン ス 株 式 会 社/InfoTrans Co ., Ltd.

・http:〃www
.infotrans.jp

・ 【本 社 】 〒162・0803 東 京 都 新 宿 区 赤 城 下 町30番 地 パ ー ル モ ア ー 交3F

・ 【ヨ ー ロ ッパ 本 社 】InfoTrans B .V. Concourslaan 482132 DK Hoofddorp The Netherlands

自 己紹 介

当社 はOA機 器 や 産 業機 械 、 医療 機 器 な どの製 品 に付 属す る マ ニ ュ アル の 多 言語 版 を 制 作 す る こ とを 主 な 業務 と

してお ります 。 ク ライ ア ン トよ り提供 され た 英 語 ま た は 日本 語 の マ ニ ュア ル を 翻 訳 、DTP、 デ ー タ編 集 等 の ロー カ

ライ ズ を行 うこ と を メイ ン と し、そ の他 ロー カ ライ ズ に 関連 す る 業務 も請 け負 っ て お りま す 。オ ラ ン ダで2001年

よ り業 務 を 開 始 しま した が 現 在 は 日本 国 内 に も本 社 を お き、 オ ラ ン ダ側 と協 同 しな が ら営 業 して い ます 。 社 名 は

情 報(lnformation)と 翻 訳(Translation)を 合 わ せ た もの で 、 情 報 化 社 会 にお い て加 速 しつ づ け るグ ローバ ラ イゼ ー

シ ョン に対 応 したサ ー ビス を提 供 して い き た い とい う 目標 を示 して い ます 。

創 業 して よ り世 界 各 地 の 翻 訳 者 とネ ッ トワー クを 構 築 し、 高 品質 な サー ビス の 提 供 を心 が け て ま い りま した。 ま

た 一つ の プ ロ ジ ェ ク トをオ ラ ン ダサ イ ドと 日本 サ イ ドで分 担 す る こ とに よ る迅 速 か つ 柔 軟 な対 応 を ク ラ イ ア ン ト

よ り評 価 い た だ い て い ます 。
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MT/翻 訳 との か か わ り

MTお よ び翻 訳 業界 に期 待 す る こ と

当社 の 設 立 時 は ク ライ ア ン トの 中 で徐 々 にCATツ ー ル の 存 在 が知 られ て い く よ うに な っ た段 階 で した。昔 な が ら

の フ ロー を好 まれ る ク ライ ア ン トもい る 一 方 で 、 積極 的 に 新 しい フ ロー を導 入 し よ うとす る ク ライ ア ン トも現 れ

る よ うに な っ て き て い ま した。我 々 もそ うした 流れ に対 応 す べ く設 立 当初 よ りCATツ ー ル の さま ざま な特 質(ク

セ)を 見極 め 、作 業 フ ロー に組 み 込 ん で ま い りま した。 結 果 と して 業 務 フ ロー の 大 部 分 がCATツ ー ル の 特 質 に 依

存 す る もの に な っ て い っ た の は皮 肉 な こ とです が 、そ れ ぞ れ の ク ラ イ ア ン トが持 っ 要 求 事 項 を踏 ま え 、種 々のCAT

ツー ル や 周 辺 ツー ル の 新 規 開発 お よ び組 み合 わせ に も とつ くフ ロー の最 適 化 を提 案 させ て い た だ い て き ま した。

近 年MTと い う存 在 が 、 そ う した 積 極 的 に 新 しい フ ロー を導 入 しよ うとす る ク ライ ア ン トに とっ て 非 常 に 魅 力 的

な 「次 の ス テ ー ジ」 と して 受 け 取 られ て い る、 とい うこ とを実 感 す る機 会 に接 す る こ とが 多 くな りま した。た だ 、

CATツ ール が広 ま っ て い った 時 よ りも さ らに、 過 大 と も とれ る期 待 をMTに 対 して ク ライ ア ン トが 抱 い て い る よ

うに も感 じて い ます。 そ の結 果 と して 、最 初 はバ ラ色 の夢 をMTに 抱 い て い た クラ イ ア ン トが 、 さま ざま な検 証

を進 めて い く中 で現 実 との乖 離 に 直 面 す る とい っ た ケ ー ス も現 れ て い ま す。 当社 もそ う した ク ラ イ ア ン トの相 談

に対 して 応 え られ る よ うに種 々 の検 証結 果 を積 み 重 ね て い る とい う段 階 です 。

とは い え 、過 度 な 期待 を は らみ つつ もMTの 進 歩 ス ピー ドは 非 常 に 速 い もの で あ り、 現 在 の ク ライ ア ン トが もつ

期 待 を 一部 で は あれ 満 た し うる 存在 と もな りっ っ あ ります 。 ま た社 内 に お きま して も、 既 存 翻 訳 の ス トッ クを よ

り活 用 し うる 可能性 な どMTに は 期 待 して い る部 分 が あ りま す。 一 方 で 従 来 の サ ー ビス に お い て 品 質 を決 定 づ け

るプ レイヤ ー が 翻 訳 者 で あ っ た とす れ ば 、MTに よ る彼 らの 業 務 内 容 の 変 化 はCATツ ー ル 導 入 時 以 上 と もな りえ

ます 。 したが っ て その 品質 を どの よ うに 維持 ・向 上 して い くの か 、 随 時 変化 して い く情 報 を き ち ん と収 集 ・分析

して い きた い と考 え て い ます 。

AAMTへ の要望

MTに 関してさまざまな形で情報が発信されていますが、単独での情報収集には限界があります。ですのでそうし

た種々の情報の集約箇所 としてAAMTが 機能され続けることを期待 しています。
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p,AMT会 員 の ひ ろぱ

 AAMT会 員 の 新 た な交 流 の場 をAAMT Journal誌 面 上 で 提 供 す るべ くス ター トい た しま した 「AAMT会 員 の

ひ ろ ば」、会 員 の 皆 さ まの ご助 力 を いた だ き ま して、第 一 回 のNo.41の ス ター トか ら第 二 十 三 回 を 迎 え る こ とが で

き ま した 。 今 号 で は 、 法 人 会 員 一 社 、 個 人 会 員 一 名 の 皆 さ まか らの ご寄 稿 を いた だ い てお ります 。

 独 自の お 取 組 み の ご紹 介 、機 械 翻 訳研 究 へ の 提 言 、AAMTの 活 動 へ の ご 要望 な ど、今 回 も貴 重 な ご意 見 をお 寄

せ い た だ きま した。

 AAMT Journalで は今 後 も引 き続 き 、会 員 の 皆 さま か らの ご寄稿 を 心 よ りお 待 ち して お ります。

 ご 寄稿 ・お 問 い合 わせ はAAMT事 務 局(E・mail:aamt-1TlfO@aamt.info)ま で 宜 し くお願 い い た しま す。

個 人会 員(敬 称略 ・50音 順)

会員名

大塚英

MTユ ー ザー!フ リー ラ ンス翻 訳者(特 許)!翻 訳 ス クール 講師

自己紹介

 オ ランダ、英国の大学で生物学研究 に従事 した後、フリーランス翻訳者 にな りま した。主に医

薬 ・化学分野の特許明細書を翻訳 しています。翻訳校閲を行っていた時期 を境 に、その前は英文

和訳、その後は和文英訳の仕事 を受けています。翻訳スクールの講師になったの も校閲を行って

いた ときです。

 スクールの受講生がその後 どの ようにキャ リア形成 してい くのがよいか考えています。現在起

こりつつある大きな技術革新 ・社会変化 にどのよ うに対応すべ きかに特 に興味があ ります。新た

な技術を積極的に取 り入れ 、利用の仕方 を模索 ・学習 しよ うと思いAAMTの 会員にな りました。

MT1翻 訳とのかかわ り

 翻訳者 になる前の学習段階か ら現在 まで一貫 してルールベース機械翻訳(RBMT)ソ フ トウェ

アを用いています。

 訳抜けな どの ミスを無 くすために利用 を始 めま した。翻訳 を対訳形式で行い、RBMTの 出力の

編集 を、削除ではなく置換で行 うよ うにすることで訳抜けを防止 しています。用語や訳 出順序、

言い回 しな どを文書全体で統一するのにもRBMTは 役立っています。私 自身が前にどう訳 したか

を覚 えてお くことはで きませんので、RBMTが それ らを記憶 し、確実に再現 して くれ るのには助

か ります。 「機械」に期待する働きの第一は、このよ うに自分(ひ と)が おぼつかないところを確
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実にす ることです。

 RBMTは 、翻訳 に要する時間の短縮 にも役立っています。人手翻訳の律速段階はテキス ト入力

と調査ですが、RBMTの 出力を用いることでテキス ト入力の手間が減 り、以前に 自分が調査 し決

定 した訳語が記憶 されているので調査の手間も減 ります。

 一方で、編集 にかな りの手間がかかるので時間短縮効果は限定的です。最終訳文に利用できる

文字列が、RBMT出 力中で断片化 されている と、その度合いに応 じて編集 の手間が増 えます。ニ

ュー ラル機械翻訳(NMT)で は、この断片化の度合いが減 っていると考えられますので、この点

において大きな時間短縮効果が得 られ るもの と期待 しています。

MTお よび翻訳業界に期待すること

 翻訳者が利用す ることを考えると、NMTに はい くつかの間題があるようです。その ような問題

が解決 されることを期待 しています。

 訳抜 けや訳ぶれの問題が深刻 だ と考 えます。そのよ うな誤 りが どこにあるのか分か りにくいの

も問題です。99%正 しい訳文でも1%の 誤 りが どこにあるのか分か らなければそれ を見つ けるの

に大きな手間が生 じ、重大な誤 りを見落 として しま う可能性 もあ ります。誤 りを見つけるための

方法または誤 りが生 じないよ うにす る方法を求めています。

 訳語(句 、節、文)を 指定できないの も困 ります。特に、 自分が決定 した訳語(表 現)を 以降

に反映 させ られ るよ うになると助か ります。

 様 々な手段を統合することで、 自分の作業(思 考)プ ロセスに沿った 自動処理を行い、正 しい

と判断できる訳文を短時間で完成できるよ うに したいと考 えています。

 MTに 限 らず、機械学習を取 り入れた 自動処理をひ との作業(思 考)プ ロセスに沿 うように組

み込んだシステムの構築 方法を学びたいと思います。

 翻訳会社がMTを 利用する場合 も、訳文を完成 させ るひとに とって作業が しやすいよ うな、ひ

とを中心 としたシステム(プ ロセス)と なることを願 っています。

AAMTへ の要望

 AAMTジ ャーナルや交流会で多くのことを学んでいます。例えば、 NMTの 欠点克服を 目指 し

た技術開発が進んでいること、前処理や後処理で用語等の適用 ・チェ ックを行 う方法な ど、気 に

なっていたことについて知ることができました。今後 も技術開発の動向やMTの 利用方法などを

知 ることのできる場を提供 していただければ と思 っています。
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  協会活動報告

(2018年3月 ～2018年4月)

機械翻訳課題調査委員会

2018年3月9日(2017年 度 第11回)

    ① 各WGの 活動について(各WGに 分かれて議論)

      (WG1, WG2))

      ・言語処理学会発表について

        発表スライ ドのレビュー

        発表ポイン トの確認

      ・AMTA発 表について

        英語サイ トの動作確認

        英語表記の確認&修 正依頼内容まとめ

        発表スライ ドレビュー

      ・18年 度計画検討

        成果 と計画 報告文章案の確認

        予算執行計画

      ・機械翻訳フェア

        講演者

        展示会

    ② 全体会議

      ・各WGの 報告

      ・AAMT新 体制

      ・その他

2018年4月13日(2018年 度 第1回)

    ① 各WGの 活動 につ いて(各WGに 分かれて議論)

     (WG 1, WG2)

      ・言語処理学会発表の報告

      ・AMTA発 表の報 告

      ・評価サイ ト英語化 につ いて

      ・18年 度計画検討

        アンケー トはプ ッシュ型 の方法 で、 もっ と多 くの人 にメール 出す。
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   申込 と同時にア ンケー ト依頼 を送 る(リ マイン ドメール 、後 で も)

   アンケー トの内容 を決 める(今 年度共通の設問)

   目標 時期 5月 下旬(翻 訳 フェアで配 りたい)

 ・機械 翻訳 フェア

   講演者

   展示

(WG3)

 ・変換 ツール

   今後 の機能追加案

   ユーザー辞書 が使 えるサー ビスを調べてみ る

   MemSourceの 仕様調 査 とUTXと の対応検討

   UTXか らMemSourceに 変換す るのをまず作 ってみ たい

   Google翻 訳者 ツール キ ッ トの用語集形

イ ンターネ ッ トWG

    ①AAMTホ ームペー ジの更新

編集委員会

    ①2018年4月6日(2018年 度 第1回)

      No.68(2018年6月 発行)の原稿依頼、編集作業を行った。
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AAMT/Japio特 許翻 訳研 究会

2018年3月2日(金)(2017年 度

-
-

9
臼

Q
U

4
墨

             第7回)

議事録の確認

「原言語側 の欠落を考慮 したMulti・Source NMT」 発表

(奈良先端科学技術大学院大学 須藤克仁先生)

来年度 のシンポジウムについて

次回の開催 について

・今後の研 究会 ・拡大評価部会開催の 日時予定(場 所)

・主な議題

A川T/Japio特 許 翻 訳研 究会 拡 大評 価 部会

2018年3月2日(金)(2017年 度 第3回)

1. 各 グル ー プの活 動発 表

  ・自動 評価 グル ー プ

  ・人 手評価 グル ー プ

  ・テ ス トセ ッ トグル ー プ

2. そ の他

3. 次 回開催 予 定
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一
 AAMTジ ャーナル編集委員会委員長

筑波大学システム情報系知能機能工学域

            宇津呂 武仁

AAMTジ ャー ナ ル68号 を お送 り します 。

今号の巻頭言は、AAMT会 長の名古屋大学中岩浩巳先生より、御寄稿を頂きました。

研究報告 として、江原暉将先生より 「科学技術情報の機械翻訳」について、首藤公昭先生より 「日本語オノマ ト

ペ共起表現 レキシコン」について、弁理士の保立浩一様 より 「翻訳ソフ トとマクロによる多言語文書同時作成シ

ステム」について、吉澤忠義様より 「手軽な英日機械翻訳」について、それぞれ御寄稿頂きま した。

一方
、今 号 に 先 立 ち ま して 、2月15日(木)に 機械 翻 訳 の 最 新 動 向 の 把握 や 開 発 者 とユ ー ザ の 交 流 を 目的 と した 「AAMT

交流 会」 が開 催 され ま した 。 ク ロス ラ ンゲ ー ジの 葉 文 君 様 か らは 、 この 会 の 参 加 報 告 を御 寄 稿 頂 き ま した 。 そ の

他 、 イベ ン ト報 告 と して 、 中岩 浩 巳会 長 よ り、 本 年3月 に 開 催 され た 米 州 機 械 翻 訳 協 会(AMTA)主 催 の 国 際 会 議

AMTA2018の 参加 報 告 を御 寄 稿 頂 き ま した。また 、XTM InternationalLtdの 目次 由 美 子様 か らは 、本 年3月8日(木)

に開 催 され た2017年 度JTF第6回 翻 訳 セ ミナー の参 加 報 告 を御 寄 稿 頂 き ま した。

その 他 、 「AAMT会 員 の ひ ろ ば」 の企 画 にお き ま して は 、 法 人 会 員1件 、 個 人 会 員1件 の 紹 介 文 を掲 載 しま した。
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.. 入 会 の ご案 内

 AAMTは 、機械翻訳の発展を目的として、機械翻訳の研究者、開発者、製造者、利用者が集まった

任意の組織です。委員会による定期的な調査研究をはじめ、機関誌の発行、シンポジウムの開催など

活動を行っています。

機械翻訳にご関心のあるすべての方にご入会をお勧め します。

               **AAMT会 員 の 特 典**

1.AAMT Journalの 購読が できます。

会員 には、機 関誌 であるAAMT Journal(年2～3回 発刊予定)が 送付 され ます。購読料 は年会費に

含 まれ てい ます。

2.機械翻訳 関連 の最新情報 をメールで お届 け

会員専用 メー リング リス トで、最新 の機会翻訳 関連 の情報 をお届 け します。

MT新 製 品、新サー ビスの紹介、国際会議 、シンポ ジウムのお知 らせ、 WEBで のMT関 連記事の紹 介

な ど盛 りだ くさん です。

3.AAMTが 組織す る委 員会 や調査活動 に参加 し、機械翻訳や翻訳 に関心の ある方 との交流 を深 め、

知見 を広め る ことができます。

機械翻訳 に関す る言語資料 の調査 、広報 、標 準化活 動に参加 した り、AAMT Journalや 会員専用 メー

リング リス トで、 自社製 品、サー ビスの紹介 を行 うことができます。

4.関連機 関の主催す る国際会議 に参加 できます。

IAMTの 主催 で隔年 開催 され るMT Summitを は じめ、 AAMT、 AMTA*、 EAMT*の 主催す る会議や

ワー クシ ョップに参加 できます。

AMTA* :Association for Machine Translation in the Americas

EAMT** :European Association for Machine Translation

年会 費は以下の通 りです。

法人 会員:入 会金 1口 10,000円

個 人会員:入 会金    1,000円

年会費1口50,000円

年会費  5,000円(学 生は学生会費1,000円)

ご 関 心 の あ る 方 は 、 事 務 局 ま で お 問 い 合 わ せ く だ さ い 。

ア ジ ア 太 平 洋 機 械 翻 訳 協 会(AAMT)

ホ ー ム ペ ー ジ:http:〃www.aamt.info

電 子 メ ー ル:aamt-i fO@aalnt.info



            AAMT
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          入 会 申込 書

以下の通 り、アジア太平洋機械翻訳協会の会員申し込みを致します。

                   申込日 20  年 月 日

氏名(ロ ーマ字)

氏名(漢 字)

電話番号

メールア ドレス

所属先

所属先住所

種別

機械翻訳に関するお知 らせメールの配信

〒

ユー ザ 研究開発者 その他

希望する 希望 しない

コ メ ン ト
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